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一

　
現
在
、
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
平
仮
名
字
体
は
一
種
類
に
な
っ
て
い
る
が
、

こ
の
仮
名
字
体
の
統
一
に
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、
明
治
三
十
三
年

の
小
学
校
令
施
行
規
則
の
影
響
が
大
き
い
。
た
だ
、
こ
れ
以
前
に
も
既
に
仮
名

字
体
統
一
の
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
種
々
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ

り
、
ま
た
こ
の
規
則
の
前
後
の
変
体
仮
名
使
用
状
況
な
ど
、
明
治
時
代
の
仮
名

表
記
の
実
態
に
つ
い
て
は
近
時
更
に
研
究
が
進
ん
で
、
多
く
の
点
が
明
ら
か
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
単
行
本
に
比
べ
自
筆
原
稿
に
は
多
く
の
変
体
仮
名

が
見
ら
れ
る
点
、
ま
た
明
治
後
期
や
大
正
期
の
作
品
に
お
い
て
も
自
筆
原
稿
に

は
変
体
仮
名
が
残
っ
て
い
る
点
な
ど
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
１
）。

　
続
く
昭
和
期
に
な
る
と
、
一
般
的
な
出
版
物
に
変
体
仮
名
が
使
わ
れ
る
こ
と

は
基
本
的
に
は
な
く
な
っ
た
と
言
え
る
が
、
一
方
で
手
書
き
に
は
、
右
の
大
正

期
自
筆
原
稿
の
報
告
例
と
同
様
、
引
き
続
き
変
体
仮
名
使
用
例
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
た
だ
し
、
使
用
す
る
作
家
の
多
く
は
明
治
生
れ
で
、
大
正
以
降
の
生

れ
に
な
る
と
使
用
す
る
作
家
は
限
ら
れ
て
く
る
（
２
）。
こ
の
少
な
く
な
っ
た
変
体
仮

名
は
具
体
的
に
ど
の
字
体
だ
っ
た
か
、
今
回
は
大
正
生
れ
の
作
家
の
手
書
き
資

料
を
調
査
し
て
解
明
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
も
ち
ろ
ん
、
誕
生
の
一
年
差
で
、

あ
る
い
は
同
じ
年
の
途
中
か
ら
元
号
が
変
わ
っ
た
か
ら
明
治
末
生
れ
と
大
正
初

め
生
れ
と
の
違
い
で
、
平
仮
名
の
書
き
方
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
は
全
く
な
く
、

今
回
の
検
討
対
象
を
大
正
生
れ
と
す
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
便
宜
的
に
区
切
っ

た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
変
体
仮
名
終
焉
の
様
相
を
窺
う
た
め
に
、
明
治

生
れ
よ
り
は
変
体
仮
名
使
用
が
少
な
い
と
い
う
点
の
み
で
、
大
正
生
れ
の
作
家

の
資
料
を
調
査
し
た
ま
で
で
あ
る
。
ま
た
、
今
回
の
資
料
は
葉
書
・
書
簡
・
草

稿
が
中
心
と
な
る
が
、
細
か
く
見
れ
ば
、
葉
書
と
書
簡
、
葉
書
と
草
稿
と
等
で
、

仮
名
の
書
か
れ
方
に
違
い
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
点
に
触
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、

今
回
の
目
的
は
大
正
生
れ
作
家
が
ど
の
よ
う
な
変
体
仮
名
を
使
用
し
て
い
た
か

と
い
う
実
態
を
知
る
こ
と
な
の
で
、
資
料
に
よ
る
相
違
や
書
か
れ
た
年
代
等
に

つ
い
て
は
基
本
的
に
は
考
慮
せ
ず
、
手
書
き
資
料
と
し
て
ま
と
め
て
見
て
い
く

こ
と
に
す
る
。

　
大
正
生
れ
に
な
る
と
変
体
仮
名
使
用
は
少
な
く
な
る
た
め
、
今
回
調
査
し
た

作
家
の
多
く
に
は
使
用
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
二
つ
以
上
の
資
料
に
共
通
し
た

変
体
仮
名
使
用
が
あ
り
、
か
つ
複
数
の
種
類
の
変
体
仮
名
を
使
用
し
て
い
た
の

は
、
次
の
五
人
く
ら
い
で
あ
っ
た
。

大
正
生
れ
の
作
家
の
手
書
き
資
料
に
見
ら
れ
る
変
体
仮
名

　

─
船
山
馨
・
北
條
誠
・
小
沼
丹
の
使
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例
な
ど
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江
口
榛
一
（
大
正
三
年
三
月
生
れ
）

　
　
船
山
馨
（
大
正
三
年
三
月
生
れ
）

　
　
北
條
誠
（
大
正
七
年
一
月
生
れ
）

　
　
小
沼
丹
（
大
正
七
年
九
月
生
れ
）

　
　
藤
原
審
爾
（
大
正
一
〇
年
三
月
生
れ
）

ま
た
、
一
種
類
の
変
体
仮
名
の
み
で
は
あ
る
が
、
二
つ
以
上
の
資
料
に
使
用
例

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

　
　
石
田
波
郷
（
大
正
二
年
三
月
生
れ
）

　
　
木
下
順
二
（
大
正
三
年
八
月
生
れ
）

　
　
清
水
基
吉
（
大
正
七
年
八
月
生
れ
）

　
　
三
好
豊
一
郎
（
大
正
九
年
八
月
生
れ
）

　
　
永
井
路
子
（
大
正
一
四
年
三
月
生
れ
）

以
上
五
人
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
作
家
の
使
用
例
は
、
以
下
に
出
来
る
だ
け
多

く
示
す
こ
と
に
し
た
い
。
ま
た
、
比
較
的
多
く
の
資
料
を
調
査
で
き
た
作
家
に

つ
い
て
は
、
用
字
の
傾
向
等
の
検
討
も
行
い
た
い
。

　
右
に
挙
げ
た
の
は
、
二
つ
以
上
の
資
料
に
使
用
例
が
あ
っ
た
作
家
で
あ
る
が
、

こ
の
ほ
か
に
、
二
つ
以
上
の
資
料
を
調
べ
た
も
の
の
、
一
つ
の
資
料
に
の
み
変

体
仮
名
使
用
例
が
見
ら
れ
た
、
あ
る
い
は
、
今
回
は
一
つ
の
資
料
し
か
見
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
の
資
料
に
変
体
仮
名
が
見
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
た
。

　
　
大
原
富
枝
（
大
正
元
年
九
月
生
れ
）

　
　
澤
野
久
雄
（
大
正
元
年
一
二
月
生
れ
）　

　
　
戸
板
康
二
（
大
正
四
年
一
二
月
生
れ
）

　
　
鈴
木
亨
（
大
正
七
年
九
月
生
れ
）、

　
　
有
馬
頼
義
（
大
正
七
年
二
月
生
れ
）

　
　
楠
本
憲
吉
（
大
正
一
一
年
一
二
月
生
れ
）

　
　
吉
行
淳
之
介
（
大
正
一
三
年
四
月
生
れ
）

な
ど
の
作
家
の
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
ら
、
一
つ
の
資
料
の
み
と
い
っ
て
も
、
今

回
調
査
で
き
た
範
囲
で
は
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
二
つ
以
上
の
資
料
に
見
ら
れ

た
と
い
う
の
も
、
今
回
偶
然
複
数
の
資
料
を
調
査
で
き
た
か
ら
と
い
う
場
合
も

あ
り
、
そ
の
間
に
、
大
き
な
違
い
を
見
出
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
複
数
の

資
料
共
通
の
例
が
あ
れ
ば
変
体
仮
名
使
用
度
と
い
う
よ
う
な
も
の
の
度
合
が
高

い
可
能
性
も
あ
る
が
、
一
つ
の
資
料
の
み
だ
っ
た
場
合
も
、
更
に
調
査
を
行
え

ば
使
用
例
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ず
、
あ
く
ま
で
も
、
今
回
の
調
査
で
は
と
い

う
こ
と
で
、
便
宜
上
分
け
た
ま
で
で
あ
る
。
た
だ
、
一
つ
資
料
だ
け
の
ほ
う
は
、

ま
だ
調
査
が
不
十
分
か
と
い
う
こ
と
か
ら
、
今
回
は
先
の
十
人
よ
り
は
や
や
簡

単
に
示
す
こ
と
に
す
る
。

　
な
お
、
や
は
り
今
回
調
査
で
き
た
資
料
の
範
囲
で
は
と
い
う
限
定
の
上
で
は

あ
る
が
、
変
体
仮
名
使
用
例
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
作
家
を
、
誕
生
年
と
、
調

査
し
た
資
料
の
簡
単
な
概
要
と
と
も
に
一
応
挙
げ
て
お
く
。

　
　
榛
葉
英
治
（
元
年
一
〇
月
生
れ
）

　
　
　
書
簡
（
昭
和
五
八
年
）

　
　
青
山
光
二
（
二
年
二
月
生
れ
）

　
　
　
葉
書
（
平
成
元
年
）、
葉
書
（
平
成
五
年
）、
葉
書
（
平
成
九
年
）

　
　
河
野
南
畦
（
二
年
五
月
生
れ
）

　
　
　
葉
書
（
昭
和
二
六
年
）
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山
本
英
吉
（
二
年
八
月
生
れ
）

　
　
　
葉
書
（
昭
和
四
年
）

　
　
富
士
正
晴
（
二
年
一
〇
月
生
れ
）

　
　
　
葉
書
（
昭
和
四
三
年
）、
葉
書
（
昭
和
四
四
年
）、
葉
書
（
昭
和
四
五
年
）、

　
　
　
葉
書
（
昭
和
四
六
年
）、
葉
書
（
昭
和
四
九
年
）

　
　
芝
木
好
子
（
三
年
五
月
生
れ
）

　
　
　
葉
書
（
昭
和
四
〇
年
）、
葉
書
（
昭
和
五
八
年
）

　
　
野
間
宏
（
四
年
二
月
生
れ
）

　
　
　
葉
書
（
昭
和
四
三
年
）、
葉
書
（
昭
和
四
七
年
）、
葉
書
（
昭
和
四
八
年
）、

　
　
　
葉
書
（
昭
和
五
二
年
）、
葉
書
（
昭
和
五
七
年
）

　
　
結
城
信
一
（
五
年
三
月
生
れ
）

　
　
　
書‌‌

簡
（
昭
和
二
六
年
）、
書
簡
（
消
印
不
鮮
明
）、‌

　
　
　
葉
書
（
昭
和
三
〇
年
）

　
　
伊
藤
桂
一
（
六
年
八
月
生
れ
）

　
　
　
葉
書
（
平
成
五
年
）

　
　
中
村
真
一
郎
（
七
年
三
月
生
れ
）

　
　
　
書
簡
（
昭
和
三
六
年
）、

　
　
　
草‌‌

稿
「
試
錬
の
日
々
（
六
）」（『
恍
惚
』
昭
和
四
〇
年
刊
）

　
　
福
永
武
彦
（
七
年
三
月
生
れ
）

　
　
　
葉
書
（
昭
和
三
〇
年
）、
葉
書
（
昭
和
三
二
年
）、

　
　
　
葉
書
（
昭
和
三
五
年
）、
葉
書
（
昭
和
五
〇
年
）

　
　
鮎
川
哲
也
（
八
年
二
月
生
れ
）

　
　
　
葉
書
（
昭
和
四
二
年
）

　
　
安
西
均
（
八
年
三
月
生
れ
）

　
　
　
葉
書
（
昭
和
二
八
年
）、
葉
書
（
昭
和
三
六
年
）、
葉
書
（
昭
和
三
七
年
）、

　
　
　
葉
書
（
昭
和
四
〇
年
）、葉
書
（
昭
和
四
二
年
）、
葉
書
（
昭
和
四
八
年
）

　
　
安
東
次
男
（
八
年
七
月
生
れ
）

　
　
　
葉
書
（
昭
和
三
八
年
）

　
　
中
桐
雅
夫
（
八
年
一
〇
月
生
れ
）

　
　
　
葉
書
（
昭
和
四
四
年
）

　
　
多
岐
川
恭
（
九
年
一
月
生
れ
）

　
　
　
葉
書
（
昭
和
三
九
年
）

　
　
安
岡
章
太
郎
（
九
年
五
月
生
れ
）

　
　
　
葉
書
（
昭
和
三
〇
年
）

　
　
飯
田
龍
太
（
九
年
七
月
生
れ
）

　
　
　
葉‌

書
（
昭
和
五
五
年
）、

　
　
　
書
簡
（
昭
和
二
九
年
、
山
梨
県
立
文
学
館
『
飯
田
龍
太
展
』
に
よ
る
）

　
　
萩
原
葉
子
（
九
年
九
月
生
れ
）

　
　
　
葉
書
（
昭
和
三
九
年
）、
葉
書
（
昭
和
四
一
年
）

　
　
阿
川
弘
之
（
九
年
一
二
月
生
れ
）

　
　
　
書
簡
（
昭
和
二
六
年
）、
葉
書
（
昭
和
二
九
年
）

　
　
樹
下
太
郎
（
一
〇
年
三
月
生
れ
）

　
　
　
草‌‌

稿
「
あ
と
が
き
」（『
夜
の
挨
拶
』
昭
和
三
五
年
刊
）

　
　
　
草‌‌
稿
「
あ
と
が
き
」（『
愛
す
る
人
』
昭
和
三
六
年
刊
）

　
　
　
草‌‌
稿
「
第
１
章
　
速
水
竜
伍
」（『
石
の
林
』
昭
和
三
六
年
刊
）

　
　
　
草‌‌

稿
「
あ
と
が
き
」（『
休
暇
の
死
』
昭
和
三
七
年
刊
）
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庄
野
潤
三
（
一
〇
年
二
月
生
れ
）

　
　
　
葉
書
（
昭
和
三
五
年
）、
葉
書
（
昭
和
三
五
年
）

　
　
中
井
英
夫
（
一
一
年
九
月
）

　
　
　
葉
書
（
昭
和
六
二
年
）

　
　
黒
岩
重
吾
（
一
三
年
二
月
生
れ
）

　
　
　
葉
書
（
昭
和
五
七
年
）

　
　
菊
村
到
（
一
四
年
五
月
生
れ
）

　
　
　
葉
書
（
平
成
八
年
）、
葉
書
（
平
成
九
年
）、
葉
書
（
平
成
九
年
）

　
　
辻
邦
生
（
一
四
年
九
月
生
れ
）

　
　
　
葉
書
（
昭
和
四
八
年
）

　
　
立
原
正
秋
（
大
正
一
五
年
一
月
生
れ
）

　
　
　
葉
書
（
昭
和
四
五
年
）

以
上
の
作
家
の
資
料
で
あ
る
。

　
以
下
、
仮
名
の
別
い
ろ
は
47
字
を
区
別
し
た
も
の
は
、【
か
】
の
よ
う
に

【
　
】
で
、
そ
の
仮
名
の
字
体
の
別
は
、〈
か
〉〈

〉
の
よ
う
に
〈
　
〉
で
、

示
す
こ
と
に
す
る
。
仮
名
字
体
の
区
別
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
字
源
（
字

母
）
の
異
な
る
も
の
を
区
別
し
た
。
同
字
源
で
崩
し
の
度
合
が
異
な
る
仮
名
字

体
の
区
別
は
、
手
書
き
の
場
合
、
字
画
を
続
け
て
一
筆
で
書
く
こ
と
が
多
い
た

め
、
判
別
し
難
い
こ
と
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
回
、
変
体
仮

名（３
）と

す
る
の
は
、
殆
ど
の
場
合
、
現
行
字
体
と
字
源
が
異
な
る
仮
名
字
体
で
あ

る
。

　
し
か
し
仮
名
【
な
】
の
場
合
の
み
は
、〈
な
〉
と
〈

〉
を
分
け
た
。
こ
の

二
つ
は
、
崩
し
の
度
合
の
大
小
で
は
な
く
、
崩
し
方
が
異
な
る
た
め
、
見
て
明

ら
か
に
形
が
違
う
と
分
か
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
同
字
源
の
字
体

に
つ
い
て
は
、【
し
】【
つ
】【
ま
】【
も
】
な
ど
も
区
別
で
き
る
可
能
性
は
あ
る
。

【
し
】【
つ
】
に
は
１
画
め
が
点
と
な
り
中
心
部
分
が
２
画
め
と
な
る
と
い
う
よ

う
に
二
つ
の
部
分
に
分
か
れ
る
も
の
が
あ
り
、
ま
た
【
ま
】
に
は
、
二
つ
の
横

画
を
繋
げ
て
縦
画
の
左
側
に
書
く
も
の
や
、
横
画
が
「
つ
」
の
形
に
な
る
も
の

が
あ
る
等
。
た
だ
し
、
や
は
り
仮
名
の
字
画
を
続
け
て
書
く
作
家
が
多
い
と
な

る
と
、
以
上
の
区
別
は
難
し
く
な
る
。
実
は
【
な
】
も
、
多
く
は
字
画
が
続
け

て
書
か
れ
、
作
家
に
よ
っ
て
は
〈
な
〉
の
３
画
め
の
右
上
の
点
を
略
す
人
も
い

て
、
時
に
二
つ
の
字
体
の
形
が
近
く
な
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
【
な
】
の

場
合
は
、
両
字
体
で
２
画
め
と
な
る
縦
画
（
こ
れ
が
垂
直
に
近
い
も
の
は
容
易

に
〈

〉
と
分
か
る
）
が
、
途
中
で
曲
が
る
形
（〈
な
〉
の
場
合
は
曲
が
っ
て

そ
の
ま
ま
次
の
画
に
つ
な
が
る
）
で
書
か
れ
て
も
、
曲
が
り
の
角
度
が
鋭
角
な

ら
〈
な
〉、
鈍
角
な
ら
〈

〉
と
い
う
区
別
が
比
較
的
容
易
で
あ
っ
た（
４
）。
こ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
、【
な
】
の
み
、
同
字
源
の
２
種
の
字
体
を
区
別
す
る
こ
と

に
し
た
。

　
調
査
資
料
と
し
て
用
い
た
も
の
の
多
く
は
架
蔵
で
あ
る
が
、
一
部
、
文
学
館

の
図
録
等
に
掲
載
さ
れ
た
図
版
を
用
い
た
も
の
も
あ
り
、
そ
の
場
合
は
用
い
た

図
書
を
そ
の
都
度
記
す
。

　
葉
書
・
書
簡
の
場
合
、
日
付
が
消
印
に
よ
っ
て
分
か
る
の
で
、
消
印
不
鮮
明

な
も
の
以
外
は
、
日
付
と
宛
先
を
記
し
て
お
く
。
文
面
の
末
尾
等
に
日
付
が
書

か
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
が
消
印
と
異
な
る
（
大
概
は
前
日
と
な
っ
て
い

る
）
場
合
は
、
そ
の
日
数
も
［
　
］
内
に
示
し
て
お
く
。
ま
た
、
改
行
箇
所
を

「
／
」
で
示
し
、
仮
名
字
体
の
書
か
れ
て
い
る
例
が
何
行
目
に
あ
る
の
か
の
行
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数
を
（
　
）
の
中
に
示
す
（
書
簡
や
草
稿
な
ど
資
料
が
２
枚
以
上
の
も
の
の
場

合
、「
―
」
の
上
に
何
枚
め
か
、
下
に
行
数
を
示
し
た
）。

二

　
ま
ず
、
船
山
馨
の
変
体
仮
名
を
見
る
。
今
回
の
調
査
で
は
、
こ
の
船
山
馨
の

資
料
を
最
も
多
く
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
二
つ
以
上
の
資
料
で
共

通
の
変
体
仮
名
使
用
が
認
め
ら
れ
た
な
か
で
は
、
最
も
多
く
の
種
類
で
あ
る
３

種
類
の
変
体
仮
名
を
使
用
し
て
い
た
。（
今
回
調
査
で
き
た
範
囲
で
と
い
う
こ

と
で
は
あ
る
が
、
一
つ
の
資
料
だ
け
と
い
う
こ
と
な
ら
、
後
の
節
に
示
す
大
原

富
枝
の
６
種
類
と
い
う
の
が
最
も
多
い
の
で
は
あ
る
が
。）
船
山
馨
の
手
書
き

資
料
と
し
て
、
葉
書
12
枚
と
書
簡
４
通
を
調
査
し
た
。

　
船
山
馨
の
葉
書
に
使
用
さ
れ
て
い
た
の
は
、仮
名
【
た
】
の
変
体
仮
名
〈

〉、

仮
名
【
な
】
の
変
体
仮
名
〈

〉、
仮
名
【
に
】
の
変
体
仮
名
〈

〉
で
あ
る
。

　
最
初
に
仮
名
【
に
】
の
例
を
示
す
。
こ
の
【
に
】
に
は
、
現
行
字
体
〈
に
〉

が
見
ら
れ
ず
、
変
体
仮
名
〈

〉
の
み
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
調
査
し
た
葉
書

に
見
ら
れ
た
〈

〉
の
用
例
は
以
下
の
も
の
で
あ
る
。

※
船
山
馨
　
葉
書
【
に
】

〈
に
〉
０
例

〈

〉

①
船
山
馨
　
葉
書
　
昭
和
三
五
年
八
月
三
一
日
（
北
村
卓
三
宛
）
ペ
ン
　
11
行

〈

〉
３
例

　
　
先
代
の
芝
犬

／
つ
ぐ
傑
作


り
そ
う
で
す
、（
８
）（
９
）

　
　
滅
多

外
へ
で
た
こ
と
の

い
私
が
、（
10
）

②
船
山
馨
　
葉
書
　
昭
和
三
七
年
四
月
一
三
日
（
北
村
卓
三
宛
）
ペ
ン
　
８
行

〈

〉
３
例

　
　
暑
さ
が
ひ
ど
い
時

は
（
３
）

　
　
半
／
袖
シ
ア
ツ

ス
テ
テ
コ
と
い
う
恰
好

／

り
ま
す
。（
４
）（
４
）

③
船
山
馨
　
葉
書
　
昭
和
三
九
年
八
月
二
二
日
（
和
田
義
雄
宛
）
ペ
ン
　
10
行

〈

〉
６
例

　
　
ま
こ
と

愉
し
く
（
３
）

　
　
御
努
力

敬
意
を
表
／
さ
ず

は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。（
４
）（
５
）

　
　
た
の
し
み

い
た
し
て
／
お
り
ま
す
。（
７
）

　
　
お
送
り
す
る
よ
う

い
た
し
ま
す
。（
９
）

　
　
先
／
右
お
禮
ま
で

。（
10
）

④
船
山
馨
　
葉
書
　
昭
和
四
〇
年
二
月
一
五
日
（
和
田
義
雄
宛
）
ペ
ン
　
８
行

〈

〉
５
例

　
　
お
世
話

な
っ
て
し
ま
い
（
２
）

　
　
な
ま
け
者
／

は
こ
た
へ
ま
し
た
。（
５
）

　
　
ノ
ー
ト
の
整
理
／

手
を
つ
け
る
氣

も
な
れ
ま
せ
ん
。（
６
）（
６
）

　
　
奥
さ
ん
や
お
嬢
さ
ん
方

も
ど
う
ぞ
（
７
）

⑤‌‌

船
山
馨
　
葉
書
　
昭
和
四
六
年
一
二
月
［
五
］
七
日
（
久
米
惣
七
宛
）

　
　
ペ
ン
　
10
行
（
下
に
１
行
）

〈

〉
４
例

　
　
御‌‌
心

か
け
て
頂
い
て
（
２
）

　
　
そ
の
方
の
準
備

か
か
り
切
つ
て
い
ま
す
の
で
（
５
）

　
　
執
筆

／
か
か
り
ま
す
の
で
（
９
）
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愉
し
み

致
し
て
お
り
ま
す
。（
下
に
書
き
入
れ
）

⑥‌‌

船
山
馨
　
葉
書
　
昭
和
四
八
年
一
月
［
一
七
］
一
八
日
（
久
米
惣
七
宛
）

　
　
ペ
ン
　
７
行

〈

〉
４
例

　
　
玉
簡

接
し
な
が
ら
　
多
用

と
り
／
ま
ぎ
れ
、（
１
）（
１
）

　
　
本
日
別
／
便

て
お
送
り
い
た
し
ま
し
た
。（
４
）

　
　
御
笑
納
下
さ
い
ま
す
よ
う

。（
６
）

　
　
先
は
右
取
急
ぎ
お
知
ら
せ
ま
で

。（
７
）

⑦
船
山
馨
　
葉
書
　
昭
和
四
八
年
三
月
三
一
日
（
久
米
惣
七
宛
）
ペ
ン
　
11
行

〈

〉
５
例

　
　
ま‌‌

こ
と

貴
重
な
御
作
で
、
長
く
座
右
／

愛
蔵
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

（
２
）（
３
）

　
　
朝‌‌

日
の
連
載
が
五
月

終
り
ま
す
の
で
、
そ
の
後

／
御
地
を
お
訪
ね
し

た
い
と
（
９
）（
９
）

　
　
愉
し
み

致
し
て
お
り
ま
す
。（
11
）

⑧
船
山
馨
　
葉
書
　
昭
和
四
八
年
四
月
一
四
日
（
久
米
惣
七
宛
）
ペ
ン
　
８
行

〈

〉
２
例

　
　
せ
っ
か
く
の
御
申
付
で
御
役

立
ち
た
い
／
と
は
存
じ
ま
す
が
、（
２
）

　
　
先
は
取
敢
ず
御
返
事
の
み

て
。（
８
）

⑨
船
山
馨
　
葉
書
　
昭
和
五
一
年
三
月
一
二
日
（
久
米
惣
七
宛
）
ペ
ン
　
10
行

〈

〉
４
例

　
　
御‌‌

申
付
け
を
幸
い

是
非
な

か
／
書
か
せ
て
頂
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

（
６
）（
６
）

　
　
ま
こ
と

心
／
苦
し
く
、
且
残
念

存
じ
ま
す
が
（
９
）（
10
）

⑩‌‌

船
山
馨
　
葉
書
　
昭
和
五
二
年
六
月
［
二
一
］
二
二
日
（
久
米
惣
七
宛
）

　
　
ペ
ン
　
７
行

（
仮
名
【
に
】
無
し
）

⑪
船
山
馨
　
葉
書
　
昭
和
五
三
年
七
月
二
一
日
（
久
米
惣
七
宛
）
毛
筆
　
７
行

〈

〉
５
例

　
　
記
念
碑
的

鴻
業

拙
文
／
を
と
の
仰
せ
光
栄

存
じ
（
３
）（
４
）

　
　
間‌‌


合
う
か
ど
う
か
心
配
で
す
が
／
と

か
く
今
明
日
中

お
送
り
申
上

げ
／
ま
す
。（
６
）（
７
）（
７
）

⑫
船
山
馨
　
葉
書
　
昭
和
五
三
年
七
月
二
五
日
（
久
米
惣
七
宛
）
毛
筆
　
８
行

〈

〉
３
例

　
　
本
日
別
便

て
拙
稿
お
送
り
／
申
上
げ
ま
し
た
。（
３
）

　
　
今
春
よ
り
眼
疾
／

て
目
下
半
盲
状
態
の
た
め
（
４
）

　
　
更

見
苦
し
く
（
５
）

　
以
上
の
よ
う
に
、
仮
名
【
に
】
が
用
い
ら
れ
た
場
合
、
そ
の
仮
名
字
体
は
全

て
〈

〉
で
あ
る
。
船
山
馨
は
、【
に
】
の
字
体
と
し
て
専
ら
変
体
仮
名
〈

〉

を
使
用
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。（
た
だ
し
、
右
の
用
例
の
な
か
に
は
、
自
立

語
の
語
頭
に
〈

〉
を
用
い
た
も
の
が
な
く
、
使
用
さ
れ
た
箇
所
は
、
助
詞

「
に
」「
に
て
」、
形
容
動
詞
や
副
詞
の
語
尾
「
に
」、「
何
」
な
ど
の
ニ
の
部
分

で
あ
り
、
江
戸
時
代
な
ど
、
か
つ
て
は
自
立
語
の
語
頭
に
は
異
な
る
仮
名
字
体

を
用
い
る
こ
と
も
あ
っ
た
（
５
）の

で
、
語
頭
の
用
例
が
な
い
と
、【
に
】
は
〈

〉

専
用
と
は
言
い
切
れ
な
い
可
能
性
は
あ
る
が
。）

　
次
に
、
二
つ
の
仮
名
字
体
が
併
用
さ
れ
て
い
る
平
仮
名
【
た
】
と
【
な
】
に



─ 51 ─

成蹊國文　第五十四号　（2021）

つ
い
て
、
各
字
体
の
用
例
を
示
す
こ
と
に
す
る
。

　
仮
名
【
な
】
の
ほ
う
は
、
二
つ
の
仮
名
字
体
が
、
特
に
使
用
位
置
の
限
定
等

も
な
く
使
用
さ
れ
、【
た
】
の
ほ
う
は
、
一
方
の
仮
名
字
体
に
使
用
位
置
の
限

定
が
見
ら
れ
る
。
ま
ず
【
な
】
を
見
る
。

※
船
山
馨
　
葉
書
【
な
】

①
昭
和
三
五
年
八
月
三
一
日

・〈
な
〉
０
例

・〈

〉
６
例

　
　‌‌

飼
い

れ
た
芝
犬
の
死
後
、
／
家
族
の
一
員
と

っ
た
コ
リ
ー
が
、（
２
）

　
　
　（
３
）

　
　
犬
が
家

い

か
っ
た
こ
と
は
、（
６
）

　
　
先
代
の
芝
犬

／
つ
ぐ
傑
作


り
そ
う
で
す
、（
９
）

　
　
滅
多

外
へ
で
た
こ
と
の

い
私
が
、（
10
）

　
　
朝
夕
の
／
散
歩
を
愉
し
む
よ
う


り
ま
し

。（
11
）

②
昭
和
三
七
年
四
月
一
三
日

・〈
な
〉
０
例

・〈

〉
３
例

　
　
冬

ら
／
ば
、
多
く
は
久
留
米
の
書
生
絣
、
夏

／
ら
浴
衣
（
１
）（
２
）

　
　
ス
テ
テ
コ
と
い
う
恰
好

／

り
ま
す
。（
５
）

③
昭
和
三
九
年
八
月
二
日

（
仮
名
【
な
】
無
し
）

④
昭
和
四
〇
年
二
月
一
五
日

・〈
な
〉
３
例

　
　
お
世
話

な
っ
て
し
ま
い
（
２
）

　
　
な
ま
け
者
／

は
こ
た
へ
ま
し
た
。（
５
）

　
　
手
を
つ
け
る
氣

も
な
れ
ま
せ
ん
。（
６
）

・〈

〉
０
例

⑤
昭
和
四
六
年
一
二
月
［
五
］
七
日

（
仮
名
【
な
】
無
し
）

⑥
昭
和
四
八
年
一
月
［
一
七
］
一
八
日

・〈
な
〉
２
例

　
　
玉
簡

接
し
な
が
ら
多
用

と
り
／
ま
ぎ
れ
、（
１
）

　
　
御
依
頼
の
も
／
の
遅
く
な
り
ま
し

。（
３
）

・〈

〉
１
例

　
　
心

ら
ず
も
　
御
依
頼
の
も
／
の
遅
く
な
り
ま
し

。（
３
）

⑦
昭
和
四
八
年
三
月
三
一
日

・〈
な
〉
３
例

　
　
ま
こ
と

貴
重
な
御
作
で
、（
２
）

　
　
早
速
お
禮
申
／
上
げ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
（
４
）（
４
）

・〈

〉
１
例

　
　
心

ら
ず
も
遅
／
延
い
た
し
て
お
り
ま
し
た
。（
６
）

⑧
昭
和
四
八
年
四
月
一
四
日

（
仮
名
【
な
】
無
し
）

⑨
昭
和
五
一
年
三
月
一
二
日

・〈
な
〉
２
例

　
　

ん
と
も
愉
し
み
な
こ
と
で
す
。（
４
）
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是
非
な

か
／
書
か
せ
て
頂
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、（
６
）

・〈

〉
１
例

　
　

ん
と
も
愉
し
み
な
こ
と
で
す
。（
４
）

⑩
昭
和
五
二
年
六
月
［
二
一
］
二
二
日

（
仮
名
【
な
】
無
し
）

⑪
昭
和
五
三
年
七
月
二
一
日

・〈
な
〉
０
例

・〈

〉
１
例

　
　
記
念
碑
的

鴻
業

拙
文
／
を
と
の
仰
せ
（
３
）

⑫
昭
和
五
三
年
七
月
二
五
日

（
仮
名
【
な
】
無
し
）

　
右
を
見
る
と
、
①
②
⑪
の
葉
書
の
よ
う
に
変
体
仮
名
〈

〉
の
み
が
使
用
さ

れ
て
い
る
も
の
と
、
④
の
葉
書
の
よ
う
に
〈
な
〉
の
み
が
見
ら
れ
る
も
の
と
、

⑥
⑦
⑨
の
葉
書
の
よ
う
に
両
方
の
字
体
が
併
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
が
あ
る
こ

と
が
分
か
る
。

　
併
用
さ
れ
て
い
る
葉
書
に
お
け
る
、
各
字
体
の
使
用
傾
向
を
検
討
し
て
も
、

使
用
位
置
の
制
限
等
の
特
徴
は
見
ら
れ
な
い
と
言
っ
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
⑥

⑦
の
葉
書
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
１
例
だ
け
の
〈

〉
の
使
用
例
が
ど
ち
ら
も

「
心

ら
ず
も
」
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
特
徴
に
関
わ
る
可
能
性
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
以
上
だ
け
で
は
用
例
数
が
多
く
な
い
こ
と
も
あ
り
、
確
か
な
特
徴

と
言
え
る
ほ
ど
の
も
の
は
な
い
。
基
本
的
に
は
各
字
体
が
特
徴
な
し
に
適
宜
用

い
ら
れ
て
い
た
と
判
断
で
き
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
平
仮
名
【
た
】
の
変
体
仮
名
〈

〉
に
つ
い
て
は
、
葉
書

の
場
合
に
は
、
使
用
さ
れ
る
位
置
が
限
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

以
下
に
葉
書
の
仮
名
【
た
】
の
両
字
体
の
使
用
例
を
示
し
て
み
る
。

※
船
山
馨
　
葉
書
【
た
】

①
昭
和
三
五
年
八
月
三
一
日

・〈
た
〉
３
例

　
　‌‌

飼
い

れ
た
芝
犬
の
死
後
、
／
家
族
の
一
員
と

っ
た
コ
リ
ー
が
、（
２
）

（
３
）

　
　
性
格
を
示
し
は
じ
め
ま
し
／
た
。（
５
）

・〈

〉
１
例

　
　
朝
夕
の
／
散
歩
を
愉
し
む
よ
う


り
ま
し

。（
11
）

②
昭
和
三
七
年
四
月
一
三
日

・〈
た
〉
２
例

　
　
ジ
／
ヤ
ン
パ
ー
を
愛
用
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
／
た
が
、（
６
）（
７
）

・〈

〉
０
例

③
昭
和
三
九
年
八
月
二
日

・〈
た
〉
６
例

　
　
有
難
う
／
存
じ
ま
し
た
。（
２
）

　
　
伺
っ
た
／
折
は
お
留
守
で
残
念
で
し
た
が
（
５
）（
６
）

　
　
た
の
し
み

い
た
し
て
／
お
り
ま
す
。（
７
）（
７
）

　
　
お
送
り
す
る
よ
う

い
た
し
ま
す
。（
９
）

・〈

〉
０
例

④
昭
和
四
〇
年
二
月
一
五
日

・〈
た
〉
４
例
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お
世
話

な
っ
て
し
ま
い
／
ま
し
た
。（
３
）

　
　
な
ま
け
者
／

は
こ
た
へ
ま
し
た
。（
５
）（
５
）

　
　
ま
だ
ノ
ー
ト
の
整
理
／

手
を
つ
け
る
氣

も
な
れ
ま
せ
ん
。（
５
）

・〈

〉
０
例

⑤
昭
和
四
六
年
一
二
月
［
五
］
七
日

・〈
た
〉
２
例

　
　
朝
日
新
聞
の
連
載
が
始
ま
り
ま
す
た
め
／
そ
の
方
の
（
４
）

　
　
一
段
落
い
た
し
ま
し
た
ら
是
非
お
訪
ね
し
て
（
７
）

・〈

〉
１
例

　
　
玉
簡
有
難
く
拜
誦
致
し
ま
し

。（
１
）

⑥
昭
和
四
八
年
一
月
［
一
七
］
一
八
日

・〈
た
〉
２
例

　
　
お
送
り
い
た
し
ま
し
た
。（
４
）（
４
）

・〈

〉
１
例

　
　
御
依
頼
の
も
／
の
遅
く
な
り
ま
し

。（
３
）

⑦
昭
和
四
八
年
三
月
三
一
日

・〈
た
〉
２
例

　
　
御
労
作
「
泡
の
人
形
師
」
有
難
く
拝
受
い
た
し/

ま
し
た
。（
１
）（
２
）

・〈

〉
０
例

⑧
昭
和
四
八
年
四
月
一
四
日

（
仮
名
【
た
】
無
し
）

⑨
昭
和
五
一
年
三
月
一
二
日

・〈
た
〉
１
例

　
　
是
非
な

か
／
書
か
せ
て
頂
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、（
７
）

・〈

〉
１
例

　
　
御
教
示
を
／
賜
り
ま
し
て
有
難
う
存
じ
ま
し

。（
２
）

⑩
昭
和
五
二
年
六
月
［
二
一
］
二
二
日

・〈
た
〉
１
例

　
　
拙
宅
よ
り
御
返
送
申
上
げ
ま
／
し
た
。（
４
）

・〈

〉
１
例

　
　
長
い
間
拝
借
さ
せ
て
頂
き
／
有
難
う
存
じ
ま
し

。（
５
）

⑪
昭
和
五
三
年
七
月
二
一
日

・〈
た
〉
３
例

　
　
玉
簡
拝
誦
致
し
ま
し
た
。（
２
）　
　
た
だ
今
日
は
（
５
）

・〈

〉
０
例

⑫
昭
和
五
三
年
七
月
二
五
日

・〈
た
〉
３
例

　
　
本
日
別
便

て
拙
稿
お
送
り
／
申
上
げ
ま
し
た
。（
３
）

　
　
目
下
半
盲
状
態
の
た
め
（
４
）　
　
人
と
時
を
得
た
大
業
（
７
）

・〈

〉
０
例

　
以
上
を
見
る
と
分
か
る
よ
う
に
、
変
体
仮
名
〈

〉
の
用
例
は
全
て
助
動
詞

「
た
」
で
あ
り
、
し
か
も
全
て
文
末
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
右
に
示
し
た
用
例

で
、〈

〉
は
全
て
「
…
…

。」
と
な
っ
て
い
る
（
句
読
点
は
原
文
通
り
）
こ

と
か
ら
も
文
末
専
用
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
変
体
仮
名
〈

〉
は
助
動
詞
「
た
」
終
止
形
専
用
の
字
体
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
現
行
字
体
〈
た
〉
は
、
文
末
に
も
用
い
ら
れ
る
が
、
文
中
の
使
用
例
も
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あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
し
か
し
、
船
山
馨
の
書
簡
を
見
る
と
、
こ
の
変
体
仮
名
〈

〉
が
、
文
末
以

外
の
箇
所
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
今
回
書
簡
は
４
通
調
査
で
き

た
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
お
け
る
仮
名
【
た
】
の
用
例
を
示
し
て
み
る
。

ま
た
、
書
簡
に
も
、
葉
書
と
同
じ
く
、
変
体
仮
名
〈

〉〈

〉
が
使
用
さ
れ

た
も
の
も
見
ら
れ
る
た
め
、
仮
名
【
に
】【
な
】
の
用
例
も
合
わ
せ
て
示
す
。

⑬
船
山
馨
　
書
簡
　
昭
和
四
五
年
五
月
［
二
二
］
二
三
日
（
久
米
惣
七
宛
）　

　
　
ペ
ン
　
10
行
２
枚

【
た
】

・〈
た
〉

　
　
玉
簡
拝
誦
致
し
ま
し
た
（
１
）

　
　
取
材
調
査
の
た
め
貴
地
へ
参
り
ま
し
た
折
も
（
３
）（
３
）

　
　
存
じ
て
お
り
ま
し
た
が
（
４
）　
致
し
ま
し
た
ら
（
８
）

　
　
モ
デ
ル

し
た
作
品
（
９
）

・〈

〉
０
例

【
な
】

・〈
な
〉
１
例

　
　
末
筆
な
が
ら

・〈

〉
０
例

【
に
】

・〈
に
〉
０
例

・〈

〉
７
例

　
　
心
残
り
の
こ
と

存
じ
て
お
り
ま
し
た
（
５
）

　
　
材
料
調
査

ア
ラ
ス
カ
へ
ま
い
り
ま
す
が
、（
７
）

　
　
モ
デ
ル

し
た
作
品
（
９
）　
　
そ
れ
を
調
べ

参
ろ
う
と
（
10
）

　
　
字
文
と
も
／

拙
劣
で
御
覧

供
す
る
ほ
ど
の
（
２
―
７
）（
２
―
７
）

　
　
御
挨
拶
ま
で

。（
２
―
10
）

⑭
船
山
馨
　
書
簡
　
昭
和
四
九
年
一
二
月
一
七
日
（
久
米
惣
七
宛
）

　
　
ペ
ン
　
15
行
２
枚

【
た
】

・〈
た
〉
12
例

　
　
ま
っ
た
く
の
創
作

し
た
方
が
（
５
）（
５
）

　
　
諦
め
ま
し
た
た
め
、
思
わ
ぬ
失
禮
を
致
し
て
お
り
ま
し

。（
７
）（
７
）

　
　
御
挨
拶
か
た
〴
〵
（
９
）（
２
―
15
）

　
　
相
談
い
た
し
ま
し
／
た
と
こ
ろ
、（
13
）（
14
）

　
　
御‌‌

教
示
を
得
ま
し
た
の
で
、（
２
―
１
）　

　
　
依
頼
し
た
の
で
す
が
（
２
―
４
）

　
　
…
の
た
め
（
２
―
12
）　
　
そ
の
た
め
（
２
―
13
）

・〈

〉
６
例

　
　
拝
見
致
し
ま
し

。（
１
）　
　
存
じ
て
お
り
ま
し

が
、（
３
）

　
　
予
定
よ
り
早
く
な
り
／
ま
し

の
と
、（
４
）

　
　
致
し
て
お
り
ま
し

。（
７
）

　
　
心
細
い
思
い
を
致
し
て
お
り
ま
し

際
で
（
２
―
５
）

　
　
ま
こ
と

う
れ
し
く
存
じ
ま
し

。（
２
―
６
）

【
な
】

・〈
な
〉
３
例
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む
か
し
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
（
２
―
４
）

　
　「
ほ
っ
か
ら
し
い
」
な
ど
（
２
―
８
）

　
　
出
来
る
こ
と

な
り
（
２
―
11
）

・〈

〉
２
例

　
　
標
準
／
語
的

も
の
（
２
―
２
）

　
　
申
し
訳

く
存
じ
て
お
り
ま
す
。（
２
―
13
）

【
に
】

・〈
に
〉
０
例

・〈

〉
20
例

　
　
執‌‌

筆
を
始
め
る
前

是
非
一
度
（
２
）

　
　
練
り
直
し
て
お
り
ま
す
う
ち

、（
４
）

　
　
ま
っ
た
く
の
創
作

し
た
方
が
／
い
い
よ
う

思
わ
れ
て
（
５
）（
６
）

　
　
主
人
公
が
阿
波
の
人
形
師
で
あ
る
こ
と

は
変
り
は
（
８
）

　
　
賜‌‌

り
／

参
上
致
し
度
く
（
10
）

　
　
阿
波
言
葉

は
閉
口
致
し
て
お
り
ま
す
。（
11
）

　
　
お
か
し
く
な
い
程
度

使
い
こ
な
す

は
（
12
）（
12
）

　
　
氏
（
徳
島
出
身
）

相
談
（
13
）

　
　
標
準
／
語
的

も
の

近
づ
け
て
（
２
―
２
）

　
　
公
明
新
聞

／
徳
島
の
方
が
お
い
で
の
由
（
２
―
２
）

　
　
ま‌‌

こ
と

う
れ
し
く
存
じ
ま
し

。（
２
―
６
）

　
　
単
行
本

致
し
ま
す
と
き
は
（
２
―
６
）

　
　
全
面
的

改
訂
し
て
阿
波
言
葉

近
づ
け
度
い
（
２
―
７
）（
２
―
７
）

　
　
参
考

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。（
２
―
10
）

　
　
静‌‌

内

「
お
登
勢
」
の
文
学
碑
が
出
来
る
こ
と

な
り
（
２
―
11
）（
２

―
11
）

　
　
御
挨
拶
か
た
〴
〵
お
禮
ま
で

。（
２
―
15
）

⑮
船
山
馨
　
書
簡
　
昭
和
五
〇
年
一
月
一
七
日
（
久
米
惣
七
宛
）

　
　
ペ
ン
　
14
行
３
枚

【
た
】

・〈
た
〉
８
例

　
　
拝‌‌

受
い
た
し
ま
し

。（
３
）　
　
会
話
だ
け
は
（
11
）

　
　
お
訪
ね
し
た
い
（
２
―
２
）

　
　
た‌‌

だ
、（
２
―
４
）　
　
参
考
の
た
め

、（
２
―
６
）

　
　
撮
ら
せ
て
頂
い
た
由
で
、（
２
―
７
）

　
　
お
話
を
伺
っ
た
こ
と
も
あ
り
（
２
―
８
）　
　
あ
り
ま
し
た
ら
（
２
―
９
）

・〈

〉
６
例

　
　
御‌‌

恵
贈
下
さ
い
ま
し

／
金
澤
氏
の
「
阿
波
言
葉
辞
典
」（
１
）

　
　
拝
受
い
た
し
ま
し

。（
３
）

　
　
御
教
示
を
得
ま
し

が
、（
７
）　
　
存
じ
ま
せ
ん
で
し

。（
８
）

　
　
春‌‌


な
り
ま
し

ら
　
お
訪
ね
す
る
つ
も
り
で
お
り
ま
し

と
／
こ
ろ
、

（
13
）（
13
）

【
な
】

・〈
な
〉

　
　
御‌‌
懇
篤
な
御
便
り
（
１
）　
い
つ
も
な
が
ら
（
３
）
…
な
ど
の
（
２
―
１
）

　
　
出‌‌
か
け
る
こ
と

な
り
そ
／
う
で
（
２
―
２
）

　
　
空
け
ら
れ
な
い
の
で
（
２
―
５
）
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御
自
愛
専
一

な
さ
い
ま
す
よ
う
（
２
―
13
）

・〈

〉

　
　
…
の
運
び
／
と

り
、（
２
―
２
）　
　

か
〳
〵
（
２
―
４
）

【
に
】

・〈
に
〉
０
例

・〈

〉
16
例

　
　
ま
こ
と

有
難
く
（
２
）　
金
澤
さ
ん

は
（
５
）　
…

つ
い
て
（
６
）

　
　
な

か
と
（
７
）　
　
汗
顔
の
至
り

存
じ
て
お
り
ま
す
（
10
）

　
　
全
面
／
的

校
閲
を
お
願
い
す
る
（
12
）　
　
春

な
り
ま
し

ら
（
13
）

　
　
静‌‌

内

「
お
登
勢
」
の
文
学
碑
（
14
）

　
　
出
か
け
る
こ
と

な
り
そ
／
う
で
（
２
―
２
）

　
　
そ‌‌

の
以
前

御
地
を
お
訪
ね
し
た
い
（
２
―
３
）

　
　
参
考
の
た
め

、（
２
―
６
）

　
　
…‌‌

さ
ん

は
（
２
―
８
）

　
　
御
自
愛
専
一

な
さ
い
ま
す
よ
う
（
２
―
13
）

　
　
御‌‌

厚
志

重
ね
て
御
禮
申
上
げ
ま
す
と
共

御
健
勝
切

／
お
祈
り
申
上

げ
ま
す
。（
２
―
14
）（
２
―
14
）（
２
―
14
）

⑯‌‌

船
山
馨
　
書
簡
　
昭
和
五
一
年
九
月
［
廿
五
］
二
四
日
（
久
米
惣
七
宛
）

　
　
毛
筆
　
８
行
３
枚

【
た
】

・〈
た
〉
１
例

　
　
お
訪
ね
し
た
い
と
存
じ
／
な
が
ら
（
２
―
２
）

・〈

〉
６
例

　
　
誠

恐
縮

存
じ
／
ま
し

。（
２
）

　
　‌‌

本
が
出
来
ま
し

折
／
恰
度
東
京
を
留
守

し
て
お
り
ま
／
し

の
で

　
　
　（
３
）（
５
）

　
　
直
接
お
届
／
け
致
し
ま
し


め
（
６
）（
６
）

　
　
失
禮
を
申
上
げ
ま
／
し

。（
８
）

【
な
】

・〈
な
〉
１
例

　
　
お
訪
ね
し
た
い
と
存
じ
／
な
が
ら
（
２
―
２
）

・〈

〉
１
例

　
　

ん
と
か
し
て
捜
し
出
し
（
２
―
７
）

【
に
】

・〈
に
〉
０
例

・〈

〉
７
例

　
　
誠

恐
縮

存
じ
／
ま
し

。（
１
）（
１
）

　
　
東
京
を
留
守

し
て
お
り
ま
／
し

の
で
（
４
）

　
　
誰
方

も
署
名
／
が
出
来
ま
せ
ず
（
６
）

　
　
お
目

か
か
り

参
上
致
し
度
く
（
３
―
１
）

　
　
秋
冷
の
候

伺
い
ま
す
の
で
（
３
―
３
）

　
　
お
詫
旁
々
御
挨
拶
／
ま
で

（
３
―
６
）

　
右
に
示
し
た
例
を
見
る
と
、
書
簡
に
お
い
て
も
、
仮
名
【
な
】
と
【
に
】
の

字
体
の
使
用
法
は
、
葉
書
と
同
様
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。【
な
】
の
場
合
、

変
体
仮
名
〈

〉
と
、
現
行
字
体
〈
な
〉
は
、
葉
書
と
同
じ
く
併
用
さ
れ
て
い

る
。
何
ら
か
の
使
い
分
け
の
特
徴
が
見
出
し
難
い
点
も
葉
書
と
共
通
し
て
い
る
。
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【
に
】
の
場
合
も
、
現
行
字
体
〈
に
〉
が
全
く
見
ら
れ
ず
、
や
は
り
葉
書
と
同

じ
く
、【
に
】
は
変
体
仮
名
〈

〉
専
用
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
と
こ
ろ
が
、【
た
】
の
変
体
仮
名
〈

〉
は
、
葉
書
の
場
合
と
は
少
し
異
な

る
使
わ
れ
方
が
な
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
葉
書
と
同
じ
く
文
末
の
助
動
詞

「
た
」
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
書
簡
の
ほ
う
に
は
、

文
中
に
も
変
体
仮
名
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
⑭
⑮
の
書
簡
に
は
、
同
じ
助
動
詞

「
た
」
で
は
あ
る
が
、
連
体
修
飾
の
も
の
や
、
接
続
助
詞
が
続
く
も
の
、
ま
た

仮
定
形
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
更
に
、
⑯
の
書
簡
に
は
、
６
行
め
の
例
の
よ
う
に

〈

〉
が
二
つ
連
続
し
て
使
わ
れ
て
い
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

書
簡
に
見
ら
れ
る
〈

〉
は
、
葉
書
の
〈

〉
よ
り
も
用
法
が
広
く
、
葉
書
に

見
ら
れ
る
現
行
字
体
〈
た
〉
の
よ
う
な
使
わ
れ
方
と
な
っ
て
い
る
。

　
書
簡
は
、
一
般
的
に
は
葉
書
よ
り
も
改
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す

る
と
、
ま
た
〈

〉
の
ほ
う
が
〈
た
〉
よ
り
も
字
形
が
複
雑
で
あ
る
こ
と
を
考

え
合
わ
せ
る
と
、
文
章
を
飾
る
用
字
を
行
う
際
に
は
〈
た
〉
よ
り
も
〈

〉
の

ほ
う
が
ふ
さ
わ
し
い
字
体
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
改
ま

り
の
度
合
い
の
弱
い
葉
書
に
お
い
て
は
、
文
末
と
い
う
目
立
つ
位
置
に
、
時
々

〈

〉
を
使
用
す
る
と
い
う
程
度
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
示
し
て
き
た
例
か
ら
、
船
山
馨
の
、
変
体
仮
名
を
使
用
す
る
仮
名

の
用
字
法
は
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

　
　
仮
名
【
に
】
─
─
変
体
仮
名
〈

〉
専
用

　
　
仮
名
【
な
】
─
─
変
体
仮
名
〈

〉
と
現
行
字
体
〈
な
〉
を
併
用
す
る

　
　
仮
名
【
た
】
─
─
変
体
仮
名
〈

〉
と
現
行
字
体
〈
た
〉
を
併
用
す
る
が
、

　
　
　
　 

〈

〉
は
、
葉
書
で
は
、
助
動
詞
「
た
」
文
末
に
の
み
、
時
々
使
用

　
　
　
　
　
　
　
書
簡
で
は
、
助
動
詞
「
た
」
を
中
心
に
文
末
以
外
に
も
使
用

三

　
前
節
に
示
し
た
船
山
馨
は
、
３
種
類
の
変
体
仮
名
を
使
用
し
て
い
た
が
、
続

い
て
、
二
つ
以
上
の
資
料
に
共
通
の
変
体
仮
名
使
用
が
あ
り
、
２
種
類
（
複
数

の
資
料
に
共
通
の
変
体
仮
名
は
１
種
類
の
み
で
、
も
う
１
種
は
一
つ
の
資
料
の

み
と
い
う
場
合
も
含
む
）
の
変
体
仮
名
が
見
ら
れ
た
作
家
を
取
り
上
げ
る
。

　
ま
ず
江
口
榛
一
で
あ
る
が
、
調
査
で
き
た
の
は
葉
書
４
枚
で
あ
る
。
仮
名

【
に
】
の
〈

〉
と
、
仮
名
【
は
】
の
「
ハ
」
が
見
ら
れ
た
。

⑰
江
口
榛
一
　
葉
書
　
昭
和
二
三
年
三
月
一
九
日
（
牧
章
造
宛
）
ペ
ン
　
10
行

【
に
】

・〈
に
〉
１
例

　
　
こ
れ
ま
で
の
詩
人
の
文
章
に
く
ら
べ
た
ら
（
５
）

・〈

〉
１
例

　
　
チ
ヤ
ン
と
し
た
散
文

な
つ
て
い
る
と
思
い
ま
す
（
６
）

（
仮
名
【
は
】
無
し
）

⑱‌‌

江
口
榛
一
　
葉
書
　
昭
和
二
三
年
四
月
［
一
一
］
一
二
日
（
牧
章
造
宛
）　

ペ
ン
　
７
行

【
に
】

・〈
に
〉
１
例

　
　
お
書
き
に
な
れ
バ
（
５
）

・〈

〉
１
例
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一
度
お
あ
そ
び

お
い
で
下
さ
い
ま
し
（
７
）

【
は
】

・〈
は
〉
１
例

　
　
な
ら
ぬ
よ
う
だ
と
は
お
ど
ろ
き
／
ま
し
た
（
３
）

・〈
ハ
〉
３
例

　
　
し
／
な
け
れ
バ
な
ら
ぬ
よ
う
だ
と
は
（
３
）

　
　
お
書
き
に
な
れ
バ
よ
い
の
で
ハ
あ
り
ま
せ
ん
か
（
５
）（
５
）

⑲‌‌

江
口
榛
一
　
葉
書
　
昭
和
二
三
年
四
月
二
八
日
（
牧
章
造
宛
）

　
ペ
ン
　
８
行

【
に
】

・〈
に
〉
０
例

・〈

〉
１
例

　
　
令
夫
人

よ
ろ
し
く
（
８
）

【
は
】

・〈
は
〉

　
　
然
し
あ
れ
は
酔
余
の
（
４
）

・〈
ハ
〉

　
　
先
日
ハ
遠
い
と
こ
ろ
を
（
１
）

⑳‌‌

江
口
榛
一
　
葉
書
　
昭
和
二
三
年
？
月
二
六
日
（
牧
章
造
宛
）　

　
　
ペ
ン
　
９
行

【
に
】

・〈
に
〉
１
例

　
　
江
口
宅
に
て
座
談
会
（
８
）

・〈

〉
０
例

【
は
】

・〈
は
〉
０
例

・〈
ハ
〉
１
例

　
　
雨
天
の
際
ハ
江
口
宅
に
て
（
８
）

こ
れ
ら
の
用
例
を
見
る
と
、

　
　【
に
】
─
─
〈
に
〉〈

〉
ど
ち
ら
も
ほ
ぼ
同
じ
程
度
用
い
ら
れ
る

　
　【
は
】
─
─
〈
ハ
〉〈
は
〉
ど
ち
ら
も
助
詞
「
は
」
に
用
い
ら
れ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
助
詞
「
ば
」
は
〈
ハ
〉
の
み
用
い
ら
れ
る

こ
の
二
点
が
指
摘
で
き
そ
う
で
あ
る
。
用
例
数
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
た
め

確
実
に
言
え
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
は
あ
る
が
。

　
続
い
て
、
北
條
誠
の
資
料
を
見
て
い
く
。
今
回
調
査
し
た
の
は
、
葉
書
１
枚

と
書
簡
１
通
と
草
稿
１
編
で
あ
る
が
、〈

〉
と
〈

〉
の
使
用
が
見
ら
れ
た
。

各
資
料
に
お
け
る
【
か
】
と
【
な
】
の
仮
名
の
用
字
を
示
す
。

㉑‌‌

北
條
誠
　
葉
書
　
昭
和
三
四
年
六
月
二
六
日
（
北
村
卓
三
宛
）
ペ
ン
　
８
行

【
か
】

・〈
か
〉
２
例

　
　「
青
春
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
に
か
ゝ
り
き
／
る
事
に
（
２
）

　
　
相
変
ら
ず
野
球
／
見
物
ば
か
り
（
６
）

・〈

〉
１
例

　
　
旅
の
予
定
は
あ
り
ま
す

、
実
現
は
困
難
（
７
）

【
な
】

・〈
な
〉
０
例
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・〈

〉
１
例

　
　
か
ゝ
り
き
／
る
事
に

り
ま
せ
う
。（
３
）

㉒
北
條
誠
　
書
簡
　
昭
和
二
三
年
頃
？
（
大
武
正
人
宛
）　
ペ
ン
　
10
行
５
枚

【
か
】

・〈
か
〉
９
例

　
　
あ
れ
か
ら
御
連
絡
（
１
―
３
）　
　
つ
い
い
つ
か
横
着
に
（
１
―
５
）

　
　
彫‌‌

っ
て
下
さ
い
ま
せ
ん
か
？
（
１
―
９
）

　
　
如
何
で
せ
う
か
？
（
２
―
４
）

　
　
い‌‌

い
の
で
は

い
／
で
せ
う
か
？
（
２
―
10
）

　
　
い
つ
か
ま
た
（
３
―
１
）

　
　
御‌‌

目
に
か
ゝ
る
折
（
３
―
２
）

　
　
レ
イ
書
か
何
か
（
４
―
６
）（
４
―
６
）

・〈

〉
10
例

　
　
一
寸
困
っ
た
／
事
で
し
た

、（
１
―
５
）　
　
早
速
で
す

、（
１
―
８
）

　
　
よ‌

ろ
し
い
の
で
／
す

、（
２
―
１
）

　
　
あ
り

た
い
の
で
す
。（
２
―
１
）

　
　
結‌‌

構
で
す

─
─
（
２
―
３
）

　
　
便
箋
の
方

い
い
の
で
は

い
／
で
せ
う
か
？
（
２
―
９
）

　
　
御
出

け
／
に
電
話
下
さ
れ
ば
（
３
―
４
）

　
　
出‌‌

来
る
た
け
長
い
奴

あ
り
／

た
い
の
で
す

、（
４
―
２
）

　
　
　（
４
―
３
）（
４
―
３
）

　
　
困
り
ま
す

─
─
。（
４
―
９
）

【
な
】

・〈
な
〉
０
例

・〈

〉
９
例

　
　
横
着
に

っ
て
、（
１
―
５
）　
　
別
紙
の
や
う
／

（
１
―
９
）

　
　
印
材

ど
／
一
番
安
い
の
で
（
２
―
２
）　
　
作
家

い
の
で
（
２
―
６
）

　
　
売
れ

い
／
の
で
は

い
か
と
（
２
―
７
）（
２
―
８
）

　
　
い‌‌

い
の
で
は

い
／
で
せ
う
か
？
（
２
―
９
）

　
　

る
べ
く
早
く
、（
３
―
８
）

　
　

る
べ
く
む
づ
か
し
い
字
（
４
―
６
）

㉓
北
條
誠
　
草
稿
「
実
作
家
と
し
て
」　
ペ
ン
　
二
〇
〇
字
30
枚

【
か
】

・〈
か
〉
27
例

　
　
僕‌‌

は
、
か
つ
て
評
論
の
体
裁
（
１
―
２
）
情
熱
も

か
っ
た
。（
１
―
４
）

　
　
返‌‌

事
／
か
、
さ
も

く
ば
（
１
―
５
）　
ひ
け
ら
か
し
の
知
識
（
２
―
８
）

　
　
あ
た
ゝ
か

善
意
の
文
章
（
３
―
３
）　
　
は
げ
し
か
っ
た
。（
３
―
４
）

　
　
つ
ね
に
己
一
人

の
か
。（
４
―
６
）
評
論
の
あ
た
ゝ
か
さ
に
、（
４
―
７
）

　
　
如‌‌

上
の
理
由
か
ら
か
、（
４
―
８
）（
４
―
８
）　
マ
イ
ナ
ス
す
る
の
か
。

（
５
―
４
）

　
　
か
う
し
た
文
章
（
６
―
１
）　
　
行
く
水
に
か
く
文
字
（
６
―
２
）

　
　
か
つ
て
あ
っ
た
か
ど
う
か
。（
６
―
８
）（
６
―
８
）（
６
―
８
）

　
　
ま
だ
書
か
ざ
る
自
作
（
７
―
１
）　
　
し
か
し
僕
は
空
し
い
。（
７
―
７
）

　
　
あ‌‌
り
得
る
か
。（
８
―
１
）　
し
か
も
（
８
―
４
）　
書
か
ぬ
。（
８
―
６
）

　
　
目
ざ
わ
り
だ
か
ら
（
９
―
９
）　
　
何
か
を
作
り
出
さ
う
と
（
９
―
10
）

　
　
し
か
し
（
10
―
２
）（
10
―
３
）　
　
饒
舌
で
あ
ら
う
か
。（
10
―
３
）
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驚
か
す
（
10
―
６
）

・〈

〉
25
例

　
　
…
だ
っ
た
。
／

、
僕
は
、
か
つ
て
評
論
（
１
―
２
）

　
　
書‌‌

け
た
こ
と


い
（
１
―
３
）

　
　「
わ

文
学
の
主
張
」
と
稱
す
る
（
１
―
６
）

　
　
わ

小
説
を
（
２
―
２
）　
　
よ
ろ
こ
び
に
／
つ


る
文
章
（
３
―
４
）

　
　
は‌‌

げ
し
か
っ
た
。

／
、
ひ
る

へ
っ
て
思
へ
ば
、（
３
―
４
）（
３
―

５
）

　
　
語‌‌

り
得
た
こ
と
だ
け

全
部
で
（
３
―
７
）

　
　
そ
れ

心
の

ぐ
さ
め
（
４
―
２
）

　
　
心‌‌

和
み

／

ら
、（
４
―
７
）　
　
そ
れ

美
事

も
の
で
（
５
―
１
）

　
　
そ‌‌

の
評
論

／
拙

け
れ
ば
、（
５
―
３
）

　
　
そ
の
評
論

よ
り
よ
き
も
の
を
（
５
―
５
）

　
　
あ‌‌

り

た
さ
を
知
る
（
５
―
９
）

　
　

、
今
日
は
饒
舌
の
時
代
で
あ
る
ら
し
い
（
６
―
６
）

　
　
作
家

／
己
を
語
り
、（
６
―
６
）　
　
は
げ
し
い
時
代

、（
６
―
８
）

　
　
わ‌‌


作
を
傑
作

り
と
の
、（
７
―
３
）

　
　
作
家
の
み

生
き
て
行
く
（
７
―
９
）

　
　
そ‌‌

れ

許
／
さ
れ
て
（
８
―
10
）

　
　
僕

、（
９
―
１
）　
　
で
あ
ろ
う

。（
９
―
１
）

　
　
う‌‌

た

は
ぬ
／
。（
９
―
４
）　
　

、
と
り
あ
へ
ず
（
９
―
９
）

　
　
や

て
（
９
―
10
）

【
な
】

・〈
な
〉
０
例

・〈

〉
25
例

　
　
書‌‌

け
た
こ
と


い
（
１
―
３
）　
　
意
志
も
情
熱
も

か
っ
た
。（
１
―

４
）

　
　
さ
も

く
ば
（
１
―
５
）　
　
他

ら
ぬ
。（
１
―
５
）

　
　
…
だ
っ
た
や
う

。（
２
―
１
）　
　
さ
う
し
た
も
の
で

い
（
２
―
３
）

　
　
鼻‌‌

も
ち

ら
ぬ
ペ
ダ
ン
チ
ッ
ク
（
２
―
９
）

　
　
あ
た
ゝ
か

善
意
の
文
章
（
３
―
３
）

　
　
よ
ろ
こ
び
に
／
つ


る
文
章
（
３
―
４
）　
　
偏
狭

心
（
３
―
８
）

　
　
峻
厳

評
論
の
園
（
３
―
10
）　
　
寛
容

愛
情
の
庭
（
３
―
10
）

　
　
つ
ね
に
己
一
人

の
か
。（
４
―
６
）　
　
心
和
み

／

ら
、（
４
―
７
）

　
　
そ‌‌

れ

美
事

も
の
で
（
５
―
１
）

　
　
そ
の
評
論

／
拙

け
れ
ば
、（
５
―
３
）

　
　
峻
厳

眼
よ
り
も
、（
５
―
８
）　
　
好
戦
的

作
家
（
６
―
10
）

　
　
わ‌‌


作
を
傑
作

り
と
の
、（
７
―
３
）

　
　
容
／
易

る
仕
事
の
場
を
（
７
―
６
）

　
　
助
け
さ
へ

く
、（
７
―
８
）　
　
理
想
／
の
や
う

。（
７
―
10
）

　
　
好
戦
的

当
面
の
敵
（
７
―
10
）　
　
如
何

る
（
10
―
３
）

　
　
驚
か
す
て
い
の
／
も
の
で

け
れ
ば
、（
10
―
７
）

　
右
に
示
し
た
、
使
用
例
を
見
る
と
、
顕
著
な
特
徴
を
指
摘
で
き
る
。
北
條
誠

の
、
変
体
仮
名
使
用
例
の
あ
る
仮
名
の
、
用
字
法
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う

に
な
る
。

　
　
仮
名
【
な
】
─
─
変
体
仮
名
〈

〉
専
用
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仮
名
【
か
】
─
─
清
音
カ
に
は
現
行
字
体
〈
か
〉
を
使
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
濁
音
ガ
に
は
変
体
仮
名
〈

〉
を
使
用

　
特
に
【
か
】
の
用
字
は
特
徴
的
な
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
変
体
仮
名

〈

〉
は
、
全
て
〈

〉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、

濁
音
に
の
み
別
の
仮
名
字
体
を
使
用
す
る
（
６
）と

い
う
用
字
を
行
う
作
家
は
、
今
回

調
査
し
た
限
り
で
は
、
ほ
か
に
は
い
な
か
っ
た
。

　
次
に
、
小
沼
丹
の
変
体
仮
名
使
用
例
を
見
る
。
小
沼
丹
の
葉
書
に
は
二
種
類

の
変
体
仮
名
、
仮
名
【
か
】
の
〈

〉
と
、
仮
名
【
に
】
の
〈

〉
が
使
用
さ

れ
、〈

〉
が
比
較
的
多
く
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、〈

〉
の
用
例
は
少
な
い
。

変
体
仮
名
使
用
例
の
見
ら
れ
る
、
仮
名
【
か
】
と
【
に
】
の
用
字
を
示
す
。

㉔
小
沼
丹
　
葉
書
　
昭
和
三
一
年
？
月
九
日
（
山
本
亨
介
宛
）　
ペ
ン
　
８
行

【
か
】

・〈
か
〉
０
例

・〈

〉
３
例

　
　
ち
よ
い
と
面
喰
つ
た
／

　
例
に
よ
つ
て
例
の
如
き
も
の
と
（
３
）

　
　
気

せ
ぬ
方

宜
し
い
と
（
４
）

　
　
ウ
ヰ
ス
／
キ
イ
ま
だ
あ
り
ま
す

？
（
６
）

【
に
】

・〈
に
〉
２
例

　
　
例
に
よ
つ
て
例
の
如
き
も
の
と
（
３
）

　
　
学
校
に
デ
ン
ワ
下
さ
ら
ば
（
７
）

・〈

〉
１
例

　
　
気

せ
ぬ
方

宜
し
い
と
（
４
）

㉕
小
沼
丹
　
葉
書
　
昭
和
三
二
年
一
〇
月
四
日
（
上
田
周
二
宛
）

　
　
ペ
ン
　
５
行

【
か
】

・〈
か
〉
０
例

・〈

〉
１
例

　
　
ま
だ
拝
見
し
て
を
り
／
ま
せ
ん

　
と
り
あ
へ
ず
一
筆
　（
３
）

（
仮
名
【
に
】
無
し
）

㉖
小
沼
丹
　
葉
書
　
昭
和
三
四
年
八
月
（
山
本
亨
介
宛
）

　
　
ペ
ン
　
10
行

【
か
】

・〈
か
〉
０
例

・〈

〉
４
例

　
　
ど
う
も
有

た
う
（
２
）

　
　
連‌‌

絡
つ

ず
残
念
で
し
た
　
こ
れ

ら
／
雑
文
二
つ
三
つ
片
端
け
て

（
５
）（
５
）

　
　
も
う
戻
つ
て
来
て
ゐ
る

し
ら
？
（
８
）

【
に
】

・〈
に
〉
５
例

　
　
六‌‌

日
タ
ル
ヘ
イ
に
言
っ
て
カ
ズ
と
／
君
の
家
と
両
方
に
電
話
し
た
け
れ
ど

（
３
）（
４
）

　
　
ま
た
街
に
出
ま
す
（
７
）

　
　
社
に
／
出
て
ゐ
る
な
ら
社
に
行
く
け
れ
ど
（
８
）（
９
）

・〈

〉
０
例
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㉗‌‌
小
沼
丹
　
葉
書
　
昭
和
四
六
年
五
月
二
六
日
（
山
本
亨
介
宛
）

　
　
ペ
ン
　
10
行

【
か
】

・〈
か
〉
０
例

・〈

〉
７
例

　
　
小
生

優
勝
し
／
ま
し
た
（
１
）

　
　
優
勝
リ
ボ
ン

三
本
に
な
／
つ
た
（
２
）

　
　
た
い
へ
ん
落
つ

な
い
（
４
）

　
　
七
月
一
杯


る
と
云
／
ふ
の
で
焦
れ
っ
た
い
（
７
）（
７
）

　
　
今
度
講
談
／
社

ら
本

出
た
（
９
）（
９
）

【
に
】

・〈
に
〉
３
例

　
　
優
勝
リ
ボ
ン

三
本
に
な
／
つ
た
（
２
）

　
　
書
斎
の
方
に
臨
時
の
台
所
と
風
／
呂
場
を
つ
け
足
し
て
（
５
）

　
　
御
大
事
に
（
10
）

・〈

〉
０
例

　
こ
れ
ら
を
見
る
と
分
か
る
よ
う
に
、
仮
名
【
か
】
が
用
い
ら
れ
る
場
合
、
全

て
変
体
仮
名
〈

〉
だ
け
が
使
用
さ
れ
、
現
行
字
体
〈
か
〉
は
無
い
。
⑭
の
葉

書
に
あ
る
よ
う
に
「


る
」
と
い
う
〈

〉
が
連
続
し
て
書
か
れ
る
例
も
見

ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
〈

〉
専
用
で
あ
る
か
ら
、
北
條
誠
と
は
異
な
り
、
清

音
に
も
濁
音
に
も
〈

〉
は
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
一
方
の
〈

〉
の
用
例
と
し
て
今
回
見
つ
け
る
こ
と
の
で
き
た
も
の
は
、
１

例
の
み
で
あ
っ
た
。

　
続
い
て
、
藤
原
審
爾
の
変
体
仮
名
使
用
例
を
示
す
。
今
回
調
査
で
き
た
の
は
、

草
稿
２
編
の
み
で
あ
る
が
、
一
つ
に
は
変
体
仮
名
〈

〉
と
〈

〉、
も
う
一

つ
に
は
〈

〉
の
使
用
例
が
あ
っ
た
。
仮
名
【
な
】【
に
】
の
用
例
を
示
す
。

㉘
藤
原
審
爾
　
草
稿
「
あ
と
が
き
」（『
魔
子
を
待
つ
間
』）

　
　
ペ
ン
　
四
〇
〇
字
１
枚

【
な
】

・〈
な
〉
０
例

・〈

〉
２
例

　
　
藝
術
的

價
／
値
（
５
）　
　
余
り

懈
怠

心
情
（
12
）

【
に
】

・〈
に
〉
０
例

・〈

〉
６
例

　
　
こ
こ

集
め
た
作
品
は
（
２
）　
　
如
何

拘
わ
ら
ず
（
５
）

　
　
私
の
生
活
を
強
／
力

左
右
し
た
（
８
）

　
　
花
や
い
だ
碑
の
や
う

、（
10
）　
　
余
り

懈
怠

心
情
（
12
）

　
　
荻
窪
病
院

て
（
18
）

㉙
藤
原
審
爾
　
草
稿
「
病
氣
と
い
う
こ
と
」　
ペ
ン
　
二
〇
〇
字
10
枚

【
な
】

・〈
な
〉
30
例

　
　
知‌‌

／
つ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、（
２
―
２
）

　
　
出
来
が
よ
く
な
い
と
い
え
る
（
２
―
６
）

　
　
つ‌‌
ま
ら
な
い
（
２
―
８
）　
　
し
て
は
い
な
い
（
３
―
１
）

　
　
親
な
し
に
（
３
―
５
）
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以
下
、
全
て
〈
な
〉

・〈

〉
０
例

【
に
】

・〈
に
〉
27
例

　
　
作‌‌

家
の
子
に
は
（
１
―
３
）　
　
と
い
う
ふ
う
に
（
１
―
４
）

　
　
実‌‌

に
手
の
か
か
る
（
１
―
５
）　
　
作
家
の
子
に
（
２
―
３
）

　
　
適
度
に
甘
い
（
２
―
４
）

　
　
　
以
下
、
略

・〈

〉
６
例

　
　
ま
と
も

成
長
（
１
―
６
）　
　
そ
れ

比
し
て
（
２
―
５
）

　
　
生
母

お
き
ざ
／
り
に
（
３
―
４
）　
　
湯
上
り
の
腕

、（
５
―
３
）

　
　
下‌‌

宿
／

迷
惑
が
（
５
―
７
）

　
　
い
や
が
る
医
者

往
診
し
て
も
ら
っ
た
ら
（
６
―
５
）

四

　
続
い
て
、
変
体
仮
名
は
１
種
類
の
み
で
あ
っ
た
が
、
複
数
の
資
料
に
お
い
て

使
用
が
認
め
ら
れ
た
作
家
の
、
変
体
仮
名
使
用
例
を
示
す
こ
と
に
す
る
。

　
石
田
波
郷
は
、
変
体
仮
名
〈

〉
を
使
用
し
て
い
る
。
今
回
は
、
葉
書
１
枚

と
書
簡
１
通
を
調
査
し
た
。
葉
書
は
、
山
梨
県
立
文
学
館
『
飯
田
龍
太
展
』

（
二
〇
〇
八
年
九
月
）
に
掲
載
［
15
頁
］
の
写
真
を
資
料
と
し
て
用
い
た
。
各

資
料
の
【
に
】
の
用
字
を
示
す
。

㉚
石
田
波
郷
　
葉
書
　
昭
和
二
九
年
一
〇
月
二
三
日
（
飯
田
龍
太
宛
）

　
　
ペ
ン
　
10
行
　

・〈
に
〉
０
例

・〈

〉
３
例

　
　
恐
縮

耐
え
ま
せ
／
ん
（
２
）　
　
欣
快
／

存
じ
ま
す
（
６
）

　
　
老
先
生

／
お
よ
ろ
し
く
（
９
）

㉛
石
田
波
郷
　
書
簡
　
廿
九
日
（
楠
本
憲
吉
宛
）　
ペ
ン
　
二
〇
〇
字
２
枚

・〈
に
〉
３
例

　
　
私‌‌

も
上
野
に
出
か
／
け
（
１
）　
　
図
書
館
に
（
２
）

　
　
書
斎
に
命
名
せ
よ
（
８
）

・〈

〉
１
例

　
　
廿
七
日

は
私
も
（
１
）

こ
の
よ
う
に
、
葉
書
の
ほ
う
は
〈

〉
専
用
だ
が
、
書
簡
の
ほ
う
は
〈

〉
も

あ
る
も
の
の
現
行
字
体
〈
に
〉
の
ほ
う
が
多
い
。

　
木
下
順
二
も
、
変
体
仮
名
〈

〉
を
使
用
し
て
い
る
。
木
下
順
二
の
資
料
と

し
て
今
回
調
査
で
き
た
の
は
葉
書
３
枚
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
お
け
る
、
仮
名

【
に
】
の
使
用
実
態
を
示
す
。

㉜
木
下
順
二
　
葉
書
　
昭
和
二
一
？
年
？
月
（
矢
内
原
伊
作
宛
）
ペ
ン
　
12
行

・〈
に
〉
１
例

　
　
も‌‌

う
一
度
お
會
い
し
て
、
更
／
に
具
体
的
な
お
話
し
を
伺
っ
た
上
で
な
い

と
（
10
）

・〈

〉
４
例

　
　
芝
居
を
見

来
て
下
さ
っ
／
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
、（
１
）

　
　
つ
い
日
を
過
し
て
今
日

な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
が
、（
８
）

　
　
先
日
の
プ
リ
ン
ト
／

書
い
て
あ
っ
た
三
つ
の
項
目
（
９
）
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但
し
こ
れ
だ
と
第
何
次
か

な
る
／
わ
け
で
す
か
？
（
12
）

㉝‌‌

木
下
順
二
　
葉
書
　
昭
和
三
四
年
一
月
二
六
日
（
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
宛
）

　
　
ペ
ン
　
５
行

・〈
に
〉
３
例

　
　
旅
に
出
て
い
た
の
で
（
２
）

　
　
そ‌‌

の
後
じ
か
に
連
絡
が
つ
い
て
、
来
週
會
う
こ
と
に
な
り
／
ま
し
た
、

（
３
）（
３
）

・〈

〉
０
例

㉞‌‌

木
下
順
二
　
葉
書
　
昭
和
五
九
年
一
月
一
一
日
（
眞
殿
皎
宛
）
ペ
ン
　
５
行

・〈
に
〉
０
例

・〈

〉
１
例

　
　
賀
春
と
申
す

は
少
し
お
そ
く
／
な
り
過
ぎ
ま
し
た
が
、（
１
）

こ
の
よ
う
に
、
変
体
仮
名
の
な
い
葉
書
も
あ
る
が
、〈

〉
の
使
用
例
が
見
ら

れ
る
。

　
清
水
基
吉
の
資
料
と
し
て
は
、
葉
書
・
書
簡
各
１
通
を
調
査
し
た
。
こ
れ
ら

に
は
変
体
仮
名
〈

〉
が
見
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
二
つ
の
資
料
に
お
け
る
仮
名

【
な
】
の
用
例
を
示
す
。

㉟
清
水
基
吉
　
葉
書
　
昭
和
二
〇
年
三
月
四
日
（
吉
塚
勤
次
宛
）
ペ
ン
　
10
行

・〈
な
〉
０
例

・〈

〉
２
例

　
　
気
に

り

が
ら
失
礼
致
し
／
て
居
り
ま
す
。（
２
）

こ
の
葉
書
に
は
、
変
体
仮
名
〈

〉
の
例
し
か
見
ら
れ
ず
、
現
行
字
体
〈
な
〉

は
無
い
。

　
次
に
示
す
書
簡
に
お
い
て
も
全
く
同
じ
で
、〈

〉
専
用
で
あ
る
。

㊱
清
水
基
吉
　
書
簡
　
？
年
五
月
盡
日
（
村
松
定
孝
宛
）　
ペ
ン
　
20
行
４
枚

・〈
な
〉
０
例

・〈

〉

　
　
意
外

る
書
面
（
１
―
１
）　
　
遠
く

っ
て
い
ま
す
（
１
―
３
）

　
　
あ
る
や
う

　

い
や
う

（
１
―
４
）（
１
―
４
）（
１
―
４
）

　
　
少
女
的

面
影
の
生
徒
ぢ
や

か
つ
た
か
し
ら
ん
（
１
―
５
）

以
下
も
多
数
あ
る
全
て
の
【
な
】
が
〈

〉
で
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
挙
例
は

右
の
み
に
と
ど
め
る
。
調
査
し
た
清
水
基
吉
の
二
つ
の
資
料
で
は
、
以
上
の
よ

う
に
仮
名
【
な
】
は
全
て
〈

〉
で
あ
る
。

　
三
好
豊
一
郎
も
変
体
仮
名
「

」
を
使
用
し
て
い
る
。
今
回
、
葉
書
10
枚
を

調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
各
葉
書
に
お
け
る
仮
名
【
な
】
の
用
例
を
示
し
て

お
く
。

㊲‌‌

三
好
豊
一
郎
　
葉
書
　
昭
和
二
七
年
二
月
六
日
（
小
出
ふ
み
子
宛
）

　
　
ペ
ン
　
10
行

・〈
な
〉
０
例

・〈

〉
５
例

　
　
も
し
遅
れ
る
や
う

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
（
３
）

　
　
余‌

り
／
確
か

こ
と
を
云
つ
て
御
連
載
に

る
と
困
り
ま
す
の
で
（
５
）

（
５
）

　
　
右
の
や
う

條
件
を
つ
け
さ
せ
て
戴
き
た
く
思
ひ
ま
す
。（
６
）

　
　
頁
を
空
白
に
し
て
御
待
ち
す
る
こ
と

く
、（
７
）

㊳‌‌

三
好
豊
一
郎
　
葉
書
　
昭
和
二
九
年
九
月
二
一
日
（
小
出
ふ
み
子
宛
）
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ペ
ン
　
８
行

・〈
な
〉
０
例

・〈

〉
１
例

　
　
漸
く
秋
晴
の
日
が
つ
ゞ
く
よ
う
に

つ
て
（
６
）

㊴‌‌

三
好
豊
一
郎
　
葉
書
　
昭
和
五
五
年
八
月
一
五
日
（
北
村
太
郎
宛
）

　
　
ペ
ン
　
裏
11
行
・
表
13
行

・〈
な
〉
５
例

　
　
あ
な
た
に
そ
う
言
わ
れ
る
と
（
２
）

　
　
素‌‌

裸
か
で
ふ
う
ふ
う
／
言
い
な
が
ら
日
に
、
五
、
六
度
冷
水
浴
す
る
こ
と

も
な
く
楽
に
（
３
）（
３
）

　
　
廿
九
日
／
は
あ
ぶ
な
い
よ
う
で
す
（
９
）

　
　
九
月
へ
入
っ
て
か
ら
で
／
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
か
ろ
う
か
。（
11
）

・〈

〉
２
例

　
　
そ‌‌

の
応
対
で
気
を
遣
っ
て
／
い
る
よ
う

の
で
、
手
紙
を
出
す
こ
と
に
し

ま
し
た
。（
８
）

　
　
廿
九
日
に
君
に
余
裕

し
と
し
た
ら
（
10
）

㊵‌‌

三
好
豊
一
郎
　
葉
書
　
昭
和
五
六
年
（
九
月
卅
日
）
十
月
二
日

　
　（
小
高
達
雄
宛
）　
ペ
ン
　
裏
９
行
・
表
12
行

・〈
な
〉
２
例

　
　
季‌‌

刊
で
な
く
て
／
も
い
い
の
で
（
表
６
）

　
　
な
が
／
く
続
け
ら
れ
／
る
べ
き
だ
（
表
７
）

・〈

〉
２
例

　
　
批
判
的

文
章
も
／
書
き
ま
し
た
が
、（
３
）

　
　
鮮
明

版
に
／
願
え
た
ら
と
（
８
）

㊶‌‌

三
好
豊
一
郎
　
葉
書
　
昭
和
五
八
年
一
二
月
二
日
（
金
田
国
武
宛
）

　
　
ペ
ン
　
裏
９
行
・
表
12
行

・〈
な
〉
２
例

　
　
お
役
に
立
つ
た
わ
け
で
も
な
い
の
に
（
２
）

　
　
無
神
経

造
本
／
は
し
な
い
と
思
い
ま
す
。（
５
）

・〈

〉
８
例

　
　
出
来
上
つ
て
み

け
れ
ば
（
３
）

　
　
無
神
経

造
本
／
は
し
な
い
と
思
い
ま
す
。（
４
）

　
　
年
令
が
ま
る
出
／
し
に

っ
た
よ
う

作
品
に

り
ま
し
た
。（
７
）

（
７
）（
７
）

　
　
無
理
に
／
若
が
ら

い
の
も
自
然
だ
と
（
８
）

　
　
灸

ん
て
も
の
は
応
急
的

も
／
の
か
（
９
）

　
　
お
使
い
に

っ
て
い
る
よ
う
で
し
／
た
ら
（
表
４
）

㊷‌‌

三
好
豊
一
郎
　
葉
書
　
昭
和
六
〇
年
一
月
（
廿
二
日
）
二
三
日

　
　（
金
田
国
武
宛
）　
ペ
ン
　
裏
９
行
・
表
11
行

・〈
な
〉
２
例

　
　
引
っ
越
す
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。（
８
）

　
　
金
も
う
／
け
の
世
の
中
だ
な
と
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。（
９
）

・〈

〉
１
例

　
　
応
接
に
い
と
ま

く
落
ち
つ
き
ま
せ
ん
。（
７
）

㊸‌‌

三
好
豊
一
郎
　
葉
書
　
昭
和
六
〇
年
八
月
二
七
日
（
金
田
国
武
宛
）

　
　
ペ
ン
　
裏
８
行
・
表
８
行
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・〈
な
〉
２
例

　
　
大
変
お
世
話
様
に
な
り
ま
し
た
。（
１
）

　
　
ど
ん

旅
／
館
や
ホ
テ
ル
に
も
な
い
や
す
ら
ぎ
を
覚
え
ま
す
。（
８
）

・〈

〉
７
例

　
　
御‌‌

案
内
が

け
／
れ
ば

か

か
ゆ
け
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
２
）（
３
）（
３
）

　
　
よ
き
思
い
出
に

り
ま
し
た
。（
６
）

　
　
手
頃

広
さ
で
心
落
ち
つ
く
も
の
が
あ
り
（
７
）

　
　
ど
ん

旅
／
館
や
ホ
テ
ル
に
も
な
い
や
す
ら
ぎ
を
覚
え
ま
す
。（
８
）

　
　
大
変
御
世
話
様
に
／

り
ま
し
た
。（
表
２
）

㊹‌‌

三
好
豊
一
郎
　
葉
書
　
平
成
二
年
八
月
三
〇
日
（
菊
地
貞
三
宛
）

　
　
ペ
ン
　
７
行

・〈
な
〉
０
例

・〈

〉
２
例

　
　
晩
夏
初
秋
の
お
だ
や
か

庭
を
眺
め

が
ら
（
６
）（
６
）

㊺‌‌

三
好
豊
一
郎
　
葉
書
　
平
成
四
年
六
月
一
一
日
（
金
田
国
武
宛
）

　
　
ペ
ン
　
裏
９
行
・
表
９
行

・〈
な
〉
１
例

　
　
飲
食
ま
ゝ
な
ら
ず
（
３
）

・〈

〉
３
例

　
　
水
分
は

る
た
け
と
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
（
４
）

　
　
僕
に
は
画
家
の
よ
う

大
作
は
と
て
も
で
き
ず
（
９
）

　
　
耳
も
遠
く
足
／
も
弱
く

り
ま
し
／
た
。（
表
８
）

以
上
を
見
る
と
、
昭
和
二
〇
年
代
後
半
の
２
通
に
お
い
て
は
専
ら
変
体
仮
名

〈

〉
を
、
そ
の
後
は
、
昭
和
五
五
年
以
降
の
も
の
し
か
調
査
で
き
な
か
っ
た

が
、
基
本
的
に
〈
な
〉
と
〈

〉
を
併
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

〈

〉
よ
り
も
〈
な
〉
の
ほ
う
が
多
い
葉
書
も
あ
る
が
、〈

〉
の
使
用
の
多
い

葉
書
の
ほ
う
が
多
い
。
平
成
期
に
な
っ
て
ま
で
、
没
す
る
平
成
四
年
と
い
う
最

晩
年
ま
で
、
変
体
仮
名
〈

〉
を
使
用
し
続
け
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。

　
永
井
路
子
の
葉
書
に
は
〈

〉
の
使
用
が
見
ら
れ
た
。
調
査
し
た
３
枚
の
う

ち
２
枚
に
使
用
例
が
あ
っ
た
。【
に
】
の
仮
名
の
用
字
を
示
す
。

㊻
永
井
路
子
　
葉
書
　
昭
和
五
九
年
　
　
ペ
ン
　
10
行

・〈
に
〉
８
例

　
　
参‌‌

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。（
３
）

　
　
宿
に
帰
ら
な
く
て
も
い
い
こ
と
に
（
４
）（
４
）

　
　
序‌‌

で
に
一
寸
御
願
い
が
（
５
）

　
　
立
原
杏
所
に
関
心
を
も
つ
て
居
り
ま
す
の
で
（
６
）

　
　
そ
れ
に
つ
い
て
（
７
）

　
　
彼
に
／
関
す
る
史
料
及
び
彼
に
ゆ
か
り
の
地
（
７
）（
８
）

・〈

〉
１
例

　
　
袋
田

／
参
る
こ
と
に
（
２
）

㊼
永
井
路
子
　
葉
書
　
昭
和
五
九
年
　
　
ペ
ン
　
７
行

・〈
に
〉
１
例

　
　
塙
さ
ん
に
よ
ろ
し
く
御
伝
え
を
（
７
）

・〈

〉
１
例

　
　
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
し
た
の

／
（
６
）
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㊽
永
井
路
子
　
葉
書
　
昭
和
五
九
年
　
　
ペ
ン
　
７
行

・〈
に
〉
３
例

　
　
資
料
に
つ
き
ま
し
て
（
１
）　
　
ニ
ュ
ー
ス
に
び
っ
く
り
し
て
（
４
）

　
　
こ
ん
な
事
に
な
る
の
だ
っ
た
ら
（
５
）

・〈

〉
０
例

２
枚
に
そ
れ
ぞ
れ
１
例
ず
つ
の
み
。
両
方
と
も
〈

〉
が
行
末
に
用
い
ら
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
だ
け
の
用
例
で
は
特
徴
と
指
摘
で
き
る
と
は
言
い
難
い
か
。

　
以
上
の
作
家
の
場
合
、〈

〉
か
〈

〉
の
ど
ち
ら
か
に
限
ら
れ
る
と
い
う

共
通
の
特
徴
が
見
ら
れ
、
こ
の
二
つ
の
変
体
仮
名
が
遅
く
ま
で
残
っ
て
い
た
と

い
う
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

五

　
第
二
・
三
・
四
節
に
お
い
て
は
、
今
回
複
数
の
資
料
を
調
査
す
る
こ
と
が
で

き
、
そ
れ
ら
に
共
通
の
変
体
仮
名
例
が
見
ら
れ
た
作
家
の
仮
名
使
用
実
態
を
示

し
た
。
こ
の
節
で
は
、
今
回
複
数
の
資
料
を
調
査
し
た
が
一
つ
の
資
料
の
み
に

変
体
仮
名
使
用
例
を
見
つ
け
る
こ
と
の
で
き
た
作
家
と
、
今
回
は
一
つ
の
資
料

の
み
調
査
で
き
た
が
、
そ
の
資
料
に
変
体
仮
名
が
見
ら
れ
た
作
家
を
取
り
上
げ

る
。

　
ま
ず
大
原
富
枝
で
あ
る
が
、
そ
の
資
料
、
大
原
富
枝
の
昭
和
一
六
年
の
葉
書

に
は
、
今
回
の
調
査
で
最
多
の
、
６
種
類
の
変
体
仮
名
が
使
用
さ
れ
て
い
る

（
更
に
、
例
え
ば
【
つ
】【
ま
】
の
字
体
を
区
別
し
よ
う
と
い
う
方
針
に
す
れ
ば
、

も
っ
と
多
く
の
種
類
に
な
る
）。
な
お
、
こ
の
葉
書
を
含
め
、
大
原
富
枝
の
資

料
は
、
本
山
町
立
大
原
富
枝
文
学
館
『
大
原
富
枝
の
世
界
』（
本
山
町
教
育
委

員
会
、
平
成
二
五
年
五
月
）
に
よ
っ
た
。
葉
書
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
頁

数
を
［
　
］
内
に
示
す
。

㊾‌‌

大
原
富
枝
　
葉
書
　
昭
和
一
六
年
七
月
二
八
日
（
高
石
有
哉
宛
）

　
　
ペ
ン
　
12
行
　［
48
頁
］

【
か
】

・〈
か
〉
４
例

　
　
割‌‌

合
つ
か
れ
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
（
３
）

　
　
バ
ス
の
時
間
が
狂
い
ま
し
／
て
（
６
）

　
　
お
祖
母
さ
ん
が
送
っ
て
（
７
）　
　
ま
た
か
き
ま
せ
う
（
12
）

・〈

〉
１
例

　
　
ほ
ん
と
う
に
あ
／
り

た
う
（
６
）

【
け
】

・〈
け
〉
１
例

　
　
よ
く
き
／
を
つ
け
て
（
10
）

・〈

〉
１
例

　
　
お
礼
も
申
し
上

ず
（
８
）

【
す
】

・〈
す
〉
２
例

　
　
お
礼
も
申
し
上

ず
（
８
）　
　
大
へ
ん
す
み
ま
せ
ん
で
し

（
８
）

・〈

〉
４
例

　
　
働
い
て
お
り
ま

（
４
）　
　
存
じ
ま

、（
６
）

　
　
一
生
懸
命
や
り
ま

。（
10
）　
　
よ
ろ
し
く
／
た
の
み
ま

（
12
）

【
た
】
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・〈
た
〉
７
例

　
　
割
合
つ
か
れ
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
（
３
）　
　
い
た
ゞ
き
ま
し
て
（
５
）

　
　
ほ
ん
と
う
に
あ
／
り

た
う
（
６
）　
　
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
に
（
７
）

　
　
よ
ろ
し
く
／
た
の
み
ま

（
12
）

　
　
お
ち
つ
い
た
ら
ま
た
か
き
ま
せ
う
（
12
）（
12
）

・〈

〉
２
例

　
　
東
京

つ
き
ま
し

（
１
）　
　
大
へ
ん
す
み
ま
せ
ん
で
し

（
８
）

【
な
】

・〈
な
〉
１
例

　
　
充
分
な
／
お
礼
も
（
７
）

・〈

〉
１
例

　
　
御
丁
寧
／

お
見
立
（
５
）

【
に
】

・〈
に
〉
２
例

　
　
ほ
ん
と
う
に
あ
／
り

た
う
（
５
）　
　
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
に
（
７
）

・〈

〉
３
例

　
　
東
京

つ
き
ま
し

（
１
）　
　
お
体
お
大
切

！
（
９
）

　
　
博
子
ち
や
ん

よ
ろ
し
く
（
11
）

　
こ
の
よ
う
に
、
今
回
の
調
査
で
は
珍
し
い
例
で
あ
る
が
、
多
く
の
種
類
の
変

体
仮
名
が
見
ら
れ
た
。
特
徴
と
し
て
、

　
　
六
つ
の
仮
名
い
ず
れ
も
２
種
類
の
字
体
が
併
用
さ
れ
て
い
る

　
　〈

〉
は
文
末
に
の
み
使
用
さ
れ
て
い
る

　
　〈

〉
は
文
末
に
の
み
使
用
さ
れ
て
い
る

な
ど
の
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　〈

〉
を
文
末
に
用
い
る
点
は
、
江
戸
時
代
に
比
較
的
広
く
見
ら
れ
た
用
法

と
共
通
す
る
。

　〈

〉
が
文
末
に
の
み
使
用
さ
れ
る
点
は
、
船
山
馨
の
葉
書
に
お
け
る
用
字

法
と
共
通
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
船
山
馨
の
葉
書
の
場
合
は
、
文
末
の
助
動
詞

「
た
」
の
全
て
で
は
な
く
、
時
に
こ
の
〈

〉
を
用
い
て
書
く
と
い
う
用
字
で

あ
っ
た
。
大
原
富
枝
の
右
の
葉
書
で
は
、
２
例
だ
け
で
は
あ
る
が
、
文
末
「
た
」

の
全
て
が
〈

〉
で
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
今
回

の
調
査
で
変
体
仮
名
が
見
ら
れ
た
の
は
こ
の
葉
書
の
み
な
の
で
、
も
う
少
し
例

が
な
い
と
な
ん
と
も
言
い
難
い
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
葉
書
以
外
で
今
回
調
査

で
き
た
資
料
、
昭
和
二
九
年
四
月
一
三
日
の
葉
書
［
66
頁
］
に
は
、
変
体
仮
名

が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
澤
野
久
雄
は
、
草
稿
を
一
つ
調
査
し
た
が
、〈

〉
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。

㊿
澤
野
久
雄
　
草
稿
「
春
愁
」　
ペ
ン
　
四
〇
〇
字
７
枚

【
な
】

・〈
な
〉
０
例

・〈

〉

　
　
奇‌‌

妙

疑
問
を
提
出
し
た
。（
１
―
10
）　
　
姿
を
見
せ

か
っ
た
わ
。

（
１
―
14
）

　
　
大
き
く

っ
て
い
る
の
。（
１
―
16
）　
　

　
　
　
以
下
、
全
て
〈

〉

こ
の
資
料
で
は
専
ら
〈

〉
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
澤
野
久
雄
の
、

色
紙
に
も
〈

〉
が
見
ら
れ
る
の
で
合
わ
せ
て
示
し
て
お
く
。
色
紙
は
、
装
飾
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的
な
書
か
れ
方
を
す
る
こ
と
が
多
く
、
葉
書
な
ど
を
書
く
と
き
に
は
使
用
し
な

い
仮
名
字
体
を
敢
え
て
書
い
た
と
見
ら
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る

の
で
、
参
考
程
度
の
も
の
と
し
て
示
す
が
、
次
の
よ
う
に
、（
こ
れ
ま
で
見
て

き
た
作
家
の
用
字
に
は
変
体
仮
名
の
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
）【
か
】
や

【
に
】
は
現
行
字
体
で
書
か
れ
、【
な
】
の
み
〈

〉
で
あ
る
点
に
注
目
し
た
い

た
め
、
こ
こ
に
挙
げ
て
お
く
。（
色
紙
は
、
書
か
れ
た
年
月
等
が
不
明
の
も
の

が
多
い
が
、
こ
の
色
紙
に
は
、
最
後
の
行
の
「
澤
野
久
雄
」
と
い
う
署
名
の
上

の
１
行
前
の
位
置
に
「
一
九
六
七
年
七
月
」
と
記
さ
れ
て
あ
る
。）

○
澤
野
久
雄
　
色
紙
「
白
日
」（
一
九
六
七
年
七
月
）　
毛
筆
　
７
行

〈

〉
２
例

　
　
疲‌‌

れ
て
は
い
る
が
／
翅
を
休
め
る
気
に
は

れ

い
ら
し
い
（
３
）（
３
）

こ
の
よ
う
に
【
な
】
の
２
例
と
も
〈

〉
に
な
っ
て
い
る
。

　
戸
板
康
二
の
葉
書
に
も
、
変
体
仮
名
〈

〉
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。

�
戸
板
康
二
　
葉
書
　
昭
和
三
七
年
四
月
一
二
日
　（
北
村
卓
三
宛
）

　
　
ペ
ン
　
９
行

・〈
な
〉
０
例

・〈

〉
２
例

　
　
家
で
は
和
服
を
着
て
い

い
と
、（
２
）

　
　
日
本
趣
味
と
か
何
と
か
い
う
の
／
で
は

く
、（
９
）

こ
の
２
例
だ
け
で
は
あ
る
が
、
一
応
こ
の
葉
書
で
は
【
な
】
は
〈

〉
専
用
と

な
っ
て
い
る
。
な
お
、
も
う
一
つ
調
査
し
た
昭
和
五
四
年
七
月
二
三
日
の
葉
書

（
大
河
内
豪
宛
）
に
は
、
仮
名
【
な
】
が
な
か
っ
た
。

　
詩
人
の
鈴
木
亨
の
葉
書
は
３
枚
調
査
で
き
た
が
、
変
体
仮
名
が
見
ら
れ
た
も

の
は
１
枚
だ
け
で
あ
っ
た
。
変
体
仮
名
〈

〉
の
使
用
例
が
見
ら
れ
る
。
こ
の

葉
書
に
お
け
る
仮
名
【
な
】
の
使
用
例
を
示
す
。

�
鈴
木
亨
　
葉
書
　
昭
和
一
七
年
八
月
二
三
日
（
牧
章
造
宛
）　
ペ
ン
　
11
行

・〈
な
〉
１
例

　
　
い
ま
ほ
し
く
て
仕
方
な
い
の
で
す
。（
９
）

・〈

〉
６
例

　
　

ほ
（
２
）　
　

く

つ
て
し
／
ま
ひ
ま
し
た
（
５
）（
５
）

　
　
小
形
の
本
が
あ
つ
た
ら

ほ
い
ゝ
の
で
す
が
（
７
）

　
　
も
つ
て
ゐ

い
と
、
ど
う
も
な
ん
と
も

り
／
ま
せ
ん
（
８
）（
９
）

現
行
字
体
〈
な
〉
も
１
例
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
変
体
仮
名
〈

〉
が
使
用
さ

れ
て
い
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
調
査
し
た
、
こ
れ
以
外
の
２
枚
の
葉
書
で
は
、

次
の
よ
う
に
〈
な
〉
の
み
で
あ
っ
た
。

�
鈴
木
亨
　
葉
書
　
昭
和
二
三
年
六
月
六
日
（
牧
章
造
宛
）　
ペ
ン
　
13
行

・〈
な
〉
６
例

　
　
御
厄
介
に
な
り
（
１
）　
　
始
生
鳥
の
骨
の
や
う
な
表
紙
（
３
）

　
　
印
象
的
な
／
も
の
（
３
）　
　
な
ほ
捜
し
て
は
み
ま
す
が
。（
５
）

　
　
ど
う
な
つ
て
い
く
か
（
８
）　
　
個
性
的
／
な
つ
よ
さ
（
12
）

�
鈴
木
亨
　
葉
書
　
昭
和
二
三
年
八
月
二
二
日
（
牧
章
造
宛
）　
ペ
ン
　
16
行

・〈
な
〉
６
例

　
　
な
ほ
旧
／
同
人
達
に
も
（
１
）　
　
便
法
と
し
て
な
ら
（
２
）

　
　
知
ら
な
い
（
５
）　
　
な
か
〳
〵
の
一
言
居
士
（
６
）

　
　
な
り
つ
ゝ
あ
り
ま
す
。（
12
）　
　
み
な
集
ま
つ
て
（
12
）

　
有
馬
頼
義
の
草
稿
に
も
変
体
仮
名
〈
な
〉
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
資
料
の
仮
名
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【
な
】
の
用
字
を
示
す
。

�
有
馬
頼
義
　
草
稿
「
冠
婚
葬
祭
用
」　
ペ
ン
　
四
〇
〇
字
６
枚

・〈
な
〉
０
例

・〈

〉

　
　
  

に
が
し
か
の
お
／
金
を
（
１
―
11
）

　
　
来
る
に
違
い

い
。（
１
―
14
）

　
　
か
も
し
れ

い
が
、（
１
―
19
）　
　
買
う
買
わ

い
は
（
１
―
19
）

　
　
行
か

け
れ
ば

／
ら

い
の
は
、（
１
―
20
）（
１
―
20
）（
２
―
１
）

　
　
仕‌‌

事

の
だ
（
２
―
１
）

　
　
僕
が
行
か

け
れ
ば

ら

い
（
２
―
２
）（
２
―
２
）（
２
―
２
）

　
　
競
馬

ん
か
、
少
し
も
／
好
き
で

い
僕
が
、（
２
―
４
）（
２
―
５
）

　
　
行‌‌

か

け
れ
ば

／
ら

い
と
い
う
（
２
―
５
）（
２
―
５
）（
２
―
６
）

　
　
書
か

け
れ
ば

ら

い
。（
２
―
７
）

　
　
　
以
下
、
全
て
〈

〉

こ
の
草
稿
で
は
非
常
に
多
く
の
【
な
】
が
全
て
〈

〉
で
書
か
れ
て
い
る
。

　
楠
本
憲
吉
も
、
今
回
は
一
つ
の
資
料
の
み
調
査
で
き
た
の
で
あ
る
が
、
や
は

り
〈

〉
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

�‌‌

楠
本
憲
吉
　
葉
書
　
昭
和
三
八
年
六
月
八
日
（
北
村
卓
三
宛
）

　
　
ペ
ン
　
11
行

【
な
】

・〈
な
〉
２
例

　
　
私
な
ど
に
は
（
２
）　
　
ユ
ニ
ー
ク
な
読
物
誌
（
３
）

・〈

〉
３
例

　
　
こ
の
上

き
（
２
）　
　
そ
の
他

る
べ
く
控
え
て
（
10
）

　
　
ど
う

り
ま
す
／
こ
と
や
ら
（
10
）

こ
の
よ
う
に
〈
な
〉
と
〈

〉
が
同
程
度
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
吉
行
淳
之
介
も
、
今
回
の
調
査
は
一
つ
の
資
料
の
み
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
も

や
は
り
〈

〉
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。

�
吉
行
淳
之
介
　
書
簡
　
昭
和
三
七
年
九
月
七
日
（
石
川
利
光
宛
）

　
　
ペ
ン
　
19
行

【
な
】

・〈
な
〉
１
例

　
　
お
手
紙
い
た
だ
き
な
が
ら
、
雑
事
に
取
り
ま
ぎ
れ
、（
２
）

・〈

〉
１
例

　
　
や
や
冗
／
漫

と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
損
し
て
い
る
よ
う
で
す
。（
14
）

　
こ
の
節
に
示
し
た
、
以
上
の
使
用
例
を
見
る
と
、
種
類
の
多
さ
が
突
出
し
て

い
る
大
原
富
枝
の
１
枚
を
除
け
ば
、
他
の
作
家
の
使
用
変
体
仮
名
は
全
て

〈

〉
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
第
二
・
三
・
四
節
に
お
い
て
示
し
た
作
家
の

場
合
も
〈

〉
を
使
用
す
る
こ
と
が
多
い
点
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
最
後
ま
で

残
っ
た
変
体
仮
名
は
〈

〉
だ
と
い
う
推
測
も
で
き
そ
う
で
は
あ
る
。

六

　
今
回
の
調
査
で
変
体
仮
名
使
用
例
を
探
し
出
す
こ
と
の
で
き
た
作
家
の
、
使

用
し
て
い
た
変
体
仮
名
を
ま
と
め
て
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
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【
か
】

【
け
】

【
す
】

【
た
】

【
な
】

【
に
】

【
は
】

大
原
富
枝













澤
野
久
雄



石
田
波
郷



江
口
榛
一



ハ
ハ

船
山
馨




　



木
下
順
二



戸
板
康
二



清
水
基
吉



北
條
誠





有
馬
頼
義



小
沼
丹





鈴
木
亨



三
好
豊
一
郎



藤
原
審
爾





楠
本
憲
吉



吉
行
淳
之
介



永
井
路
子



　
こ
れ
を
見
る
と
分
か
る
よ
う
に
、
最
初
の
大
原
富
枝
の
葉
書
は
別
と
し
て
、

ま
た
船
山
馨
の
〈

〉
は
こ
の
大
原
富
枝
と
共
通
す
る
だ
け
で
あ
り
、
江
口
榛

一
の
〈
ハ
〉
も
他
の
使
用
者
は
い
な
い
が
、
こ
れ
以
外
は
、〈

〉〈

〉〈

〉

に
限
ら
れ
て
い
る
。
特
に
〈

〉〈

〉
は
比
較
的
多
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
大
正
生
れ
に
な
っ
て
も
使
用
が
残
っ
た
変
体
仮
名
は
、
主
に

〈

〉〈

〉〈

〉
で
あ
る
こ
と
が
、
今
回
の
調
査
で
判
明
し
た
。
こ
れ
ら
の

う
ち
、
最
も
使
用
さ
れ
て
い
た
の
は
〈

〉
で
あ
り
、
次
に
多
い
の
が
〈

〉

で
あ
り
、〈

〉
は
も
う
使
用
者
が
極
め
て
少
な
く
な
っ
て
い
た
と
言
え
る
。

ま
た
〈

〉
は
、
こ
の
変
体
仮
名
専
用
と
い
う
作
家
が
複
数
い
た
こ
と
も
特
徴

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
（
更
に
、
今
回
調
査
で
き
た
範
囲
で
は
と
い
う
こ
と
に
な

る
が
、
変
体
仮
名
専
用
の
仮
名
が
あ
る
作
家
は
、
大
正
で
も
前
半
期
の
生
れ
で

あ
る
。）。

　
な
お
、
主
に
こ
の
３
種
類
の
変
体
仮
名
が
残
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
別
の

機
会
に
ま
た
改
め
て
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
が
、
例
え
ば
【
な
】
に
つ
い
て
、

第
一
節
で
〈
な
〉
と
〈

〉
の
判
別
を
述
べ
た
際
、〈
な
〉
が
一
筆
書
き
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
３
画
め
の
右
上
点
が
省
か
れ
が
ち
で
あ
る
点

に
触
れ
た
よ
う
に
、
ど
う
も
〈
な
〉
の
書
き
に
く
さ
が
、〈

〉
を
好
む
こ
と

に
繋
が
る
可
能
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、〈

〉
は
、〈
に
〉
が
３
画

で
あ
る
の
に
対
し
、
１
画
で
す
む
点
が
、
理
由
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
、
こ
れ
も
、

〈
に
〉
を
続
け
て
一
筆
書
き
し
た
字
形
に
す
る
作
家
が
比
較
的
多
い
こ
と
に

よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
第
三
節
に
示
し
た
、
北
條
誠
が
濁
音
ガ
を

書
く
の
に
〈
か
〉
を
用
い
ず
専
ら
〈

〉
で
書
い
た
と
い
う
用
字
も
、〈
か
〉

に
濁
点
を
付
す
と
右
上
に
三
つ
の
点
が
重
な
る
こ
と
に
な
る
、
そ
の
煩
わ
し
さ

と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う

に
字
形
の
面
か
ら
、
変
体
仮
名
使
用
の
理
由
が
種
々
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、

字
形
の
考
察
に
は
、
更
な
る
調
査
が
必
要
と
判
断
さ
れ
る
た
め
、
別
に
改
め
て

考
え
る
こ
と
に
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
以
上
見
て
き
た
と
お
り
、
今
回
の
調
査
で
、
大
正
生
れ
に
な
る
と
、
変
体
仮
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名
を
使
用
す
る
と
し
て
も
、
多
く
は
〈

〉
の
み
、
人
に
よ
っ
て
は
〈

〉
の

場
合
も
、
時
に
は
〈

〉
の
人
も
と
い
う
、
以
上
の
よ
う
な
実
態
で
あ
っ
た
点

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
使
用
者
は
限
ら
れ
て
く
る
も
の
の
、
意
外
に
も
、

比
較
的
遅
い
時
期
、
昭
和
三
〇
年
代
、
四
〇
年
代
、
五
〇
年
代
以
降
に
な
っ
て

も
、
使
用
を
継
続
し
て
い
た
（
７
）作

家
が
、
あ
る
程
度
居
た
と
い
う
点
も
、
印
象
的

な
こ
と
で
あ
っ
た
。

注
１‌‌

　
仮
名
字
体
統
一
の
動
き
に
つ
い
て
は
古
田
（
一
九
七
四
）
を
は
じ
め
多
く
の
研
究

が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
作
家
の
自
筆
原
稿
を
明
治
三
三
年
以
降
大
正
期
も
含
め
調
査

し
た
も
の
と
し
て
銭
谷
（
二
〇
一
五
）
が
あ
り
、
ま
た
巣
山
（
二
〇
一
四
）
に
は
尾

崎
紅
葉
『
続
々
金
色
夜
叉
』（
明
治
三
六
年
）
の
、
自
筆
原
稿
断
片
に
変
体
仮
名
が
多

く
見
ら
れ
る
一
方
単
行
本
で
は
不
使
用
の
旨
の
指
摘
が
あ
る
。

２
　
明
治
生
れ
の
作
家
も
含
め
た
昭
和
期
の
葉
書
に
見
ら
れ
る
変
体
仮
名
に
つ
い
て
は
、

種
類
の
減
少
の
概
要
を
近
代
語
学
会
研
究
発
表
会
（
平
成
三
〇
年
度
第
一
回
）
に
お

い
て
発
表
を
行
っ
た
が
、
更
に
資
料
を
増
や
す
な
ど
し
た
論
考
を
別
に
予
定
し
て
い

る
。
な
お
、
昭
和
期
の
手
書
き
資
料
に
関
し
て
、
高
田
ほ
か
（
二
〇
一
五
）
は
三
島

由
紀
夫
の
創
作
ノ
ー
ト
等
の
変
体
仮
名
使
用
に
言
及
し
て
お
り
、
具
体
的
な
変
体
仮

名
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
こ
の
指
摘
が
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
大
正
生
れ
で
は
あ

る
が
三
島
由
紀
夫
は
今
回
の
対
象
と
は
し
な
か
っ
た
。

３
　
変
体
仮
名
と
い
う
言
い
方
に
つ
い
て
は
様
々
な
考
え
が
あ
る
が
、
本
稿
で
扱
う
昭

和
期
に
関
し
て
は
、
既
に
「
正
体
」
と
呼
ぶ
べ
き
平
仮
名
字
体
が
成
立
し
て
い
た
と

判
断
し
て
よ
い
の
で
、
一
般
的
に
使
わ
れ
る
「
変
体
仮
名
」
と
い
う
呼
び
方
を
用
い

る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
に
対
す
る
い
わ
ば
正
体
の
ほ
う
は
、
や
は
り
し
ば
し
ば
見
ら

れ
る
呼
び
方
「
現
行
字
体
」
と
し
て
お
く
。
一
方
が
仮
名
で
、
も
う
一
方
が
字
体
で

あ
る
の
は
不
統
一
で
は
あ
る
が
、
今
回
は
仮
名
字
体
の
本
質
等
を
考
察
す
る
も
の
で

も
な
い
た
め
、
多
く
行
わ
れ
て
い
る
呼
称
で
問
題
な
い
と
考
え
た
。
な
お
、
本
稿
の

内
容
と
は
直
接
関
わ
ら
な
い
が
、「
変
体
仮
名
」
と
い
う
呼
称
に
つ
い
て
は
、
岡
田

（
二
〇
一
四
）、
巣
山
（
二
〇
一
四
）
な
ど
に
見
ら
れ
る
指
摘
が
参
考
に
な
る
。

４
　
た
だ
し
、
今
回
の
調
査
で
、
青
山
光
二
の
み
は
判
断
に
迷
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

平
成
元
年
葉
書
の
「
な
お
」
は
鋭
角
的
で
形
か
ら
〈
な
〉
と
判
断
で
き
る
が
、
平
成

五
年
葉
書
「
な
つ
か
し
く
」
は
鈍
角
で
あ
る
。
し
か
し
最
後
が
右
上
に
上
が
る
こ
と

か
ら
〈
な
〉
と
し
た
。
平
成
九
年
葉
書
の
「
な
ら
れ
」
は
鈍
角
で
あ
る
う
え
に
最
後

も
水
平
よ
り
は
や
や
右
上
に
上
が
る
程
度
の
た
め
更
に
〈

〉
に
近
づ
い
て
い
る
。

た
だ
や
は
り
最
後
が
上
が
る
点
か
ら
〈
な
〉
と
判
断
し
、
青
山
光
二
に
は
変
体
仮
名

使
用
例
は
無
い
と
し
た
。〈

〉
の
字
形
は
、
一
筆
書
き
せ
ず
字
画
を
切
っ
て
書
く
場

合
（
片
仮
名
「
ホ
」
に
近
い
形
）
は
当
然
と
し
て
、
一
筆
書
き
さ
れ
た
場
合
も
、
本

文
中
で
触
れ
た
鈍
角
と
い
う
点
な
ど
か
ら
、
明
ら
か
に
二
つ
の
字
体
は
区
別
で
き
る

の
で
あ
る
が
、
時
に
微
妙
な
形
に
な
る
も
の
も
無
い
わ
け
で
は
な
い
。

５
　
例
え
ば
、『
浮
世
風
呂
』
で
は
、
久
保
田
（
一
九
九
七
）
に
示
し
た
よ
う
に
、
語
頭

〈
に
〉
─
非
語
頭
〈

〉
の
使
い
分
け
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
使
い
分
け
が
必
ず

し
も
広
く
行
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
両
字
体
の
字
形
の
印
象

か
ら
は
、
使
い
分
け
も
不
自
然
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
昭
和
期
の
変
体
仮
名
使
用
に

関
し
て
は
、
も
う
こ
の
よ
う
な
点
を
考
慮
す
る
必
要
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
２
種

類
の
字
体
が
用
い
ら
れ
る
場
合
で
も
、
第
三
節
に
述
べ
る
北
條
誠
の
〈
か
〉
と
〈

〉

を
除
け
ば
、
使
い
分
け
の
よ
う
な
も
の
は
見
ら
れ
な
い
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

６
　
古
文
献
の
例
と
し
て
は
鈴
木
（
一
九
五
八
）
に
示
さ
れ
て
い
る
〈
地
〉
な
ど
が
知

ら
れ
て
い
る
が
、
北
條
誠
の
場
合
、
濁
点
も
常
に
付
さ
れ
「

」
と
な
っ
て
い
る
の

が
、
古
い
例
と
は
ま
た
異
な
る
特
徴
的
な
点
で
あ
る
と
言
え
る
。

７
　
既
に
第
二
・
三
・
四
・
五
節
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
昭
和
四
〇
年
代
以
降

と
い
う
こ
と
な
ら
、
船
山
馨
の
④
～
⑫
・
⑮
・
⑯
、
小
沼
丹
の
�
・
�
、
木
下
順
二

の
�
、
三
好
豊
一
郎
の
�
～
�
、
永
井
路
子
の
�
・
�
な
ど
の
資
料
の
例
が
、
比
較

的
後
ま
で
残
っ
た
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
一
度
身
に
付
い
た
習
慣
は
年
齢
を
重
ね

た
後
も
な
か
な
か
変
わ
ら
な
い
と
見
ら
れ
る
。
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